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国、県、市町村指定の史跡数及び民俗資料館等の設置状況その他

（昭和54年8月調べ）

県内各市町村における文化財保護条例未制定

は未回答を除いて 17市町村、約25%である。

史跡数は、:::!1 6件（国指定 25件、県指定

6 2件、市町村指定 12 9件）でそのうち坪蔵

文化財についてみると、古墳 34件(6、7、

2 1)、城館数31件 (2、 15、14)、寺

院跡数 12件(2、5、5)となっている。

（ ）は国、県、市町村の順。

民俗資料館等は、考占ゃ

民俗資料等を展示し、しか
も収蔵施設をもつものをい
い、民俗資料館、郷土資料
館などの名称で設謹されて
いる。現在 28館で、独立
した美術館、博物館などの
施設から、小・中学校、公

民館など施設の一部を利用
しているものまで種々様々
な形態をとっている。

発掘調査専門担当者は、

現在、県散育委員会に 16 
名のほか、 6市に 8名おか

れているが、各種開発に伴

う緊急発掘調査の増加、大
型化に伴う対応が困難な状

況にあり、今後の具体的な
対応策が切に望まれる。
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例 言

1 この年報は、昭和 54年度における県内の埋蔵文化財保護行政

と調査の概要をまとめたものである。

2 圃の緊急調査の現状のうち、 3 ・緊急発掘調査の概要は、それ

ぞれの発掘調査担当者による。

8 本書の編集は、文化課文化財係埋蔵文化財担当係において行な

った。
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l 土地利用と埋蔵文化財

1. 市町村総合計画（案）等の事前審査

市町村総合計画及び広域市町村計画の策定に際しては、埋蔵文化財保護に特に

配慮するよう県総務部地方課に指導方を依頼している。その際留意すべき事項は

次のとおりである。

埜本構想において、 (1) 文化財保護の項目の有無

(2) 埋蔵文化財包蔵地一覧表等による現状把握の有無

(3) 遺跡の周知徹底策の明記の有無

今年度は、市町村総合計画が 8件、広城市町村計画が 2件であった。

2. 民間企業の開発計画の事前協議

民間企業による各種士地開発事業と埋蔵文化財の保護については、関係諸法令、

要項等によって方針が定められている。具体的方針としては、 「文化財保護の指

導要項」に定められている閲係機関、事業者に協力を求めている。その際の現地

分布調査は、関係教育事務所の指導をうけ、今年度分布調在結果は 40件が県へ

報告されて含ていて、その内訳は、土取り等 14件、宅地造成等 18件、その他

8件であるが、地域的に偏よりが認められる。

（民間企業等開発計画の事前協議会）

種 別 事業者 面積(ha) 事 業 地 備 考

住宅団地 12. 2 鈴鹿郡関町大字木崎字三日城 宅開条例

学 園 79. 6 一志郡白山町大字八対野外 ，， 

企業保養村 12. 5 鳥羽市千賀町 I/ 

公園墓地 10. 6 安芸郡美里村大字三郷 ゴルフ場等

工場敷地 4.2 多気郡明和町大字佐田、斎宮 都計法
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（民間企業等の開発計画地域遺跡分布調査）

種 別 事 業 者 面積 (nt) 事 業 地 備 考

砂 利 採 取 卜 モ 工商店 9,143 員弁郡北勢町顛木

砂 利 採 取 卜 モ 工商店 6,499 ，, ，, 瀕木

砂 利 採 取 卜 モ 工 商店 ,, It 麻生田

団 地 造 成 県住宅供給公社 27,621 久居市野村町、井戸山町

工 場 目 地 久居市士地開発公社 20,635 ，, 戸木町 試掘済施行可

宅 地 逗‘牛 成
インペリアル

2,490 ” 野村町外伊勢湾開発

団地進入道路 三交不動産條 1,600 ” 相川町
宅 地 造 成 西 浦 産 業 5,761 ，, 庄田町字大部

土 地 区 画 久居市農業協同組合 58,400 I/ 新町

学 校 敷 地 久居市教育委員会 1,122 ” 新家町岸角
宅 地 坦`牛 成 商 杉 開 発 14,700 一志郡嬉野町大字中川

，, 明 石 住 建 9,629 ,, ,, 大字津屋城
，, 二 栄 十 地 1,739 ,, ，, 大字中川

,, 津土地商事 148,500 ,, ,, 大字天花寺 城館跡、古墳2基
，, 届． 杉 開 発 2,406 It ，, 大字中川

宅 地 造 成
坂井不動産 1,232 ,, ,, 大字中川総合コンサルタント

土 地 造 成 大栄サービス味 144,300 ” 白山町大字川口,, 企 業 庁 796,000 ,, ，, 大字八対野

士 取 り 鈴 木 建 材 5,000 多気郡多気町河田

，, 個 人 5,000 ,, ，, ,, 
鉄 塔 中部電力誅 ，, 明和町大字岩内外 （注意）

体育施設地 勢 和 村 59,328 ” 勢和町大字古江
店 舗 ill J¥ 本 店 6,432 伊勢市宇治館町岩井田山

道 路 改 良 県 土 木 部 26,000 ,, 上野町掛橋
上 取 り 砂 利 久 3,977 ,, 佐八町向口 古墳？

宅 地 造 成 栄 興 産 9,892 ,, 藤里町
土 取 り 砂 利 久 2,500 ” 佐八町源蔵田
” 個 人 6,401 ” 前山町名詞

店 舗 開西電波工業聡 3,090 ” 小木町古城
士 取 り 新 谷 土 建 5,097 ,, 辻久留町
養 鰻 場 井 上 真 珠 2,186 ” 津村町里浦
宅 地 造 成 ミ ヤ ビ ｝レ 69,953 ” 辻久留町,, 宅 建 開 発 9,872 ” 勢田町中起
” 第 開 発 9,720 ,, 津村町里浦

倉 庫 純 産 組 侑 2,015 I/ 大渡町稲荷裏
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種 別 事 業 者 面積（而） 事 業 地 備 考

配送センター 井阪長七商店 18,400 伊勢市西豊浜町水附

” キ 夕 ム ラ 12,800 f/ 大湊町浜新地 試掘済

土 取 り ” 3,070 ” 尾上町
宅 地 坦‘牛 成 栄ハウジング 5 8,115 ,, 藤里町媛谷 古墳2~8甚

,, 個 人 2,310 ,, ，, 五斗代

ショッヒ゜ングセンター 伊勢商業開発 49,587 ，, 小木町曽弥 試掘済

土 取 り 小 俣 産 業 7,911 度会郡度会町大野木

” 北村建設工業 16,000 
,, 玉城町上玉川

” 
，, 6,300 ,, ，, 佐田

，, 中 村 砂 利 1,753 ” 御隈村高向
宅 地 造 成 個 人 9,739 志摩郡阿児町鵜方

農 村 広 場 県農林水産部 33,500 名賀郡青山町北山 城館跡計画変更

” 
，' 1,500 ，, ，, 高尾 試掘済施行可

3. 国の機関等の開発計画の事前協議

国の機関、地方公共団体等が周知の埋蔵文化財包蔵地において、事業を実施する

場合には、文化財保護法第 57条の 3の規定により、事業計画の策定にあたって、

あらかじめ文化庁長官に通知することになっている。文化課では、この趣旨を徹

底させるため、年度当初、開発関係行政機関に対し、事業計画の照会をするとと

もに、事業地内埋蔵文化財の有無を確認している。又、埋蔵文化財が事業地内に存

在する場合には、その取り扱いについて当課と協議するよう申し入れをしている。

今年度、国の機関等から通知（法 57条の 3)があったものは 26件、県機関 I4 

件、市町村機関 II件、公団 1件であった。

（国の機関等の文化庁協議（法 57条の 3の通知））

事 業 名 通知者 事業地 面積（而） 遺跡名 備 考

幼 稚 園 建 設 明和町 多気郡明和町竹）II 1,100 露越遺跡 試掘済

” 
,, 松阪市 松阪市伊勢寺町 1.6 0 0 伊勢寺遺跡

小 学 校 ,, 名張市 名張市赤目町 2,700 赤目檀'， 試掘済

団体営ほ場整備 津市 津市高野尾町 739,000 里遺跡 ,, 
,, ，, ク大里窪田町 426,000 中馬遺跡 ，' 

” 磯部町 志摩郡磯部町 36,000 おうみ製塩遺跡 I/ 

農村高令者等研修施設 北勢町 員弁郡北勢町 5,000 田辺城跡 ” 
農 村 広 場 青山町 名賀郡青山町 1,500 中出遺跡 ，, 
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事 業 名 通知者 事 業 地 面積（成） 遺跡名 備 考

農林同和対策 1::野市 上野市守田町 5,000 久米山古墳群

広 域 農 道 県 安芸郡安濃町 2,200 大塚古墳C支群 次年度本調査予定

県営ほ場整備 ,, 鈴鹿市箕田町外 6 2 0.0 0 0 大木ノ輪遺跡外 本調査済
,, I/ 多気郡多気町 330,000 カウジデン遺跡 ,, 
，， ,, 多気郡明和町 須田遺跡 地区除外

240,000 
東村ク 本調査済

,, ，, 

” 
，, 

I/ 

“ 上野市摺見 270,000 上寺遺跡外 ” 
It It ，, 大野木 530,000 神ノ木館跡他 ，, 

If 

” 名張市西田原 360,000 一本杉遺跡 ,, 
,, It 阿山郡大山田村 横枕古墳群 ,, 

690,000 
山出遺跡

,, 
” 
,, 
” I/ 

“ ，1 一志郡嬉野町 上野垣内遺跡 I/ 

400,000 
天華寺廃寺跡

,, 
” 
，, 

” It 

加佐登調整池造成 公団 鈴鹿市加佐登町 1,000 川原井瓦窯跡 次年度本調査予定

広 城 圏 遁 路 明和町 多気郡明和町 1,300 粟垣内遺跡 本調査済

県 道 改 良 県 上野市依那具 70 城山城跡 試掘済

,, I/ 安芸郡安濃町 4,200 東観音寺遺跡外 次年度本調査予定

市営住宅造成 四日市々 四日市々市場町 12,800 小牧西 ” 試掘済

(1) 農業基盤整備事業等と埋蔵文化財

本年度の県営圃場整備事業にかかる埋蔵文化財については、前年度末から県農

林水産部耕地第 2課と協議し、現地分布調査を実施した結果、遺跡 41件で総面

積 38 3.0 0 0 ntが関係することがわかった。このことについて、 5月中旬に現地

立合等の具体的協議を実施し、工法等の変更による現状保存に努めた結果、削平

部、排水路部などやむを得ない部分について発掘調査することとなった。調査件

数は 14件、総調査面積 23.0 0 0 ntで、 5月下旬から翌年 3月末まで発掘調査を

実施した。遺跡 41件の保護措置は、地区除外 6件、畑よせ保存 4件、地区内現

状保存 29件、次年度繰越し 8件保存面積 36 0,0 0 0面である。

一方、市町村教育委員会が調査主体となって対応した団体営圃場整備事業、農業

村落振興緊急対策事業等にかかる調査としては、北勢町 1件、津市 2件、久居市

1件、松阪市 1件、磯部町 1件、上野市 2件、名張市 1件、青山町 1件の計 10 

件である。本調査 8件、範囲確認調査7件となっている。
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（昭和 54年度県営農業基盤整備事業地区等と埋蔵文化財）

事業名 地区 事業場所
面積
遺 跡 名 概 況 処 骰ha 

県営農地
亀山 亀山市椿世町 26 

開発

農村基盤
総 合 中南勢 松阪市大阿坂町 31 
パイロット

緑農地区 東員
員弁郡東貝町 54 北大社西遺跡 水田墳、散時布代鯖～少12,000 盛土による現状保存基盤整備 北部 而古

県営圃場 大安 ，, 大安町 32 
整 備 東部

菰野 三直郡菰野町 48 

ちくさ ” 
，, 22 

鈴鹿
鈴鹿市箕田町外 62 大木ノ輪遺跡

水田、畑49,500而 畑よせ保存40,000況
第 2 弥生時代～ 本調査 9,500而

,, I/ 北堀汁町 神大寺跡
畑、散布精少5,000成

次年度繰越
鎌自時代～

安塚 ” 玉垣町 ゜深溝 ，, 深溝町 28 遺物散布地 水占田、散布鼠少15,000
墳時代～ が

現状保存

亀山
亀山市川崎町 32 

北部

安濃川
安芸郡安濃町 50 荒木A遺跡 畑、水田、散布量少

試掘施工可
左岸 12,000面歴史時代

,, It It B It 畑、 水田、 散布時鼠代少
5,00011t歴史

，, 

，, I/ I/ C I/ 畑、 水田、 散史布時鼠代少
5,000面歴

，, 

安濃川 ，, 30 寺社遺跡 畑、 散史布屈少 6,000 畑よせ保存
右岸 而歴時代

,, ，, 東観音寺西方 I， 水田、史散時布代量少20,000,rf歴 現地立会施工可

津西部 津市片田町 50 

天白 -, 志郡三雲村 18 

嬉野 ” 嬉野町 57 

豊地 ,, 40 上野垣内遺跡 畑、 水田面、占散墳布時量代多～ 現状保存 56,900而
60,000 本調査 3,100面

” ” 天華寺廃寺跡 水田、奈良時代～ 範次囲年確度認本 2,500 rrl 
調査

白 山 ” 白山町 46 

東黒部 松阪市東黒部町 19 東黒部A遺跡
畑、散布量多1,500面

試掘施工可
歴史時代

” 
I/ ,, B ,, 畑、散布量少5,000面 ,, 

歴史時代

多気 多気郡多気町 33 南弟国遺跡 畑古、散布量少3,600面
墳時代～

地区除外

It ，, カウジデン遺跡 水田 9,600面 現状保存 9,200而
占墳時代～ 本調査 400面

” ” 東池上遺跡
水田、散布量少

地区除外10 000 ,rt 
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事業名 地区 事業場所
面積 遺 跡 名 概 況 処 醤ha 

上御糸 多気郡明和町 24 粟垣内遺跡
水田、散布量少2,000

試掘施工可吋古墳時代～

,, 
” 塚垣内，'

水田 2,400 rrt 

” 奈良時代～

” ” 須田遺跡 奈畑良、散時布代量～少 8,000面 地区除外

I/ 

” 東村', 水古田 ,, 14000吋
墳時代～

現本状調査保存 13,800rrt 
200面

,, ,, 西浦，' 畑占墳、散時布代星～多15,000而 地区除外

斎宮 I/ 68 露越A遺跡
水田、畑 15,000祈 畑よせ保存12,600面
奈良時代～ 本調査 2,400而

” 
,, ,, B I/ 水田 60,000而

現状保存
奈良時代～

北名 張部 名張市西田原 36 一本杉遺跡 畑、 水時田 6,500面 畑よせ保存 5,700面
平安代～ 本調査 800 ,rl 

,, 
” 西田原A遺跡 畑 1,800面

現状保存
歴史時代

，， ,, 
” 
B 1t 畑 100面

地区除外
歴史時代

” 
I/ 東田原 束田原A l1 畑 2,500 rrf 

現状保存
歴史時代

,, I/ ,, B ,, 畑 1,000而 ,, 
歴史時代

大山田
阿山郡大山田村 69 山出A遺跡 水田 1,600面 現状保存 1,300而

第 1 歴史時代 本調介 300成

” 
，， 1t B ,, 水田 2,000面

次年度繰越
弥生時代～

” 
,, ,, C ,, 畑、水田 7,000而

現状保存
古墳時代～

” 
，， 横枕古墳群

水田、円墳2基 本調杏 600而
600加

大山田 ,, 14 
第 2 

第友 田2 阿山郡阿山町 28 

上野
上野市大野木 53 神ノ木館跡

水田 1,800而
本調査 1,800而

西部 室町時代

，, ，, 婦毛遺跡
水田 600而 ,, 600而
歴史時代

,, ,, 木津氏館跡
水田 10,000面 地区除外 9,700而
室町時代 本調査 300而

” ” 大野木B遺跡 畑古、水田 10,000 rrt 
墳時代～

現状保存

,, ,, 
” 
F ,, 畑古、 水時田 3,000面

墳代～
，, 

上野
，1 摺見 27 上寺遺跡

畑
南部 古墳時代～） 10,000,r/ 現状保存 9,300面

,, 
” 親王塚遺跡

）本調査 700面
歴史時代

” 
,, 石神塚古墳

畑 200nt 
現状保存

円墳2基

,, ，, 摺見A遺跡 水田、畑 2,000祈 ,, 
古墳時代～

相野谷 南牟婁郡紀宝町 17 
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事業名 地区 事業場所
面積
遺 跡 名 概 況 処 懺ha 

広域
中勢 安芸郡安濃町 大塚古墳群 山林円墳4基 次年度調査予定

営農団地
農道整備

美里村 白樫A遺跡 畑平安時代～ 試掘予定” 
，1 

,, B ,, ,, ,, 

,, C 1t ,, ，, 

（農業村落振興緊急対策事業計画地埋蔵文化財）

所在地 計 画 面 積 地目 文化財の名称と概要 備 考

北勢町周辺 13,044 (面） 山林 田辺城跡 位闘を変更

研修センター

鈴鹿市高津賀町 330 遺跡無

農業者等地域交流施設

安濃町東観音寺 502 畑 東観音寺遺跡、古墳後期～鎌倉期 位置を変更

多目的集会施設

多気町相可 4,170 県指定名勝法泉寺庭隅 位醤を変更

罠村公園（テニスコート）

青山町高尾 1 5.0 0 0 水田 遺物散布地、中世陶器片 位囲を変更

児童公園•他切盛り不明

北山 22,000 果木園 十郎館跡、土塁削平し堀を埋立て

サッカーコート他5m切り 全面平坦地中央部凹地

下げ

(2) 適路改良、河川改修と埋蔵文化財

道路改良等にかかる埋蔵文化財は、事業地の土地利用の現況や線形等によりや

むを得ず、改変されるため、事前の発掘調杏をする場合が多い。しかし、用地買

収の進捗状況等により工事着手時期が未確定のものや、予定地内に多数の埋蔵文

化財の所在が確認されているため、その保護について殆んど協議中となっている。

本年度、県教育委員会が実施した調杏は、道路関係 2件、河川関係 2件であり、

市町村教育委員会が実施した調査は、道路関係 1件、河川関係 1件である。
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（建設省関係道路計画地内埋蔵文化財）

事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

国道 1号線 谷 山 占 墳 亀山市井田川町 古墳後期、木棺直葬

山 城 遺 跡 ” 川合町 古墳期以後集落跡

堀 越 遺 跡 ，, 椿世町 ,, 
大 坪 遺 跡 I/ ，, 

” 
正 和 浦 遺 跡 ，' 亀田町 ,, 
千 本 塚 遺 跡 ，, 羽若町 ” 
糀屋垣内遺跡 ，, ，, 

” 
緑 飛 館 跡 ,, 野村町 中 世 館 跡

国道 42号線 御 堂 山 遺 跡 松阪市西野々町 集 落 跡

四 常 遺 跡 ,, 朝日町 ,, 
黒田山古墳群 多気町兄国 円 墳 3 基

井田上野遺跡 紀宝町井田 弥生期以降集落跡

下地町田遺跡 ” 成Ill 古墳期 It 

近畿自動車道 庄 村 遺 跡 一志町荘村 室町期以降集落跡
伊 勢 線

/¥ 反 田 遺 跡 ” 片野 ” 
偏ァノ木遺跡 ，, 日置 I/ 

ロ 山 田 占 墳 嬉野町口山田 円墳

口 山 田 遺 跡 ” 
，, 古墳期以降集落跡

天 保 B 遺 跡 ,, 島田 ” 
天 保 古 墳 群 ” ” 円 墳 6 甚

天 保 館 跡 ，, 

” 中 世 館 跡

中 尾 遺 跡 ，, 薬王寺 古墳期以降集落跡

ビハノ谷古墳 ,, ，, 
円墳

平 田 遺 跡 松阪市小野町 古墳期以降集落跡

下山見 A 遺跡 ,, 小阿坂町 ,, 
，， B 遺跡 ” 

，, 

” 
新 田 遺 跡 ，, ，, 

” 
岩 谷 古 墳 群 ，, 大阿坂町 円 墳 2 甚

垣 内 田 遺 跡 松阪市岩内町 弥生期以降集落跡

定 井 遺 跡 ” 伊勢寺町定井 古墳期以降集落跡

平 林 占 墳 群 ,, ，, 円墳、横穴式石室6基

森下池西方遺跡 ” 御麻生園町 占墳期以降集落跡

大 原 堀 遺 跡 I/ ，, 縄文期集落跡

下 村 A 遺 跡 勢和村丹生 縄文期以降集落跡

下 村 B 遺 跡 ,, ” 
,, 

下 村 古 墳 ,, ,, 円墳

山 崎 遺 跡 多気町牧 縄文期以降集落跡

浅間山北遺跡 ” 
,, 

” 
” 南遺跡

,, 
” ” 

中 牧 遺 跡 ,, ,, It 

-8-



（県土木部関係道路計画地内埋蔵文化財）

事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

国道 306号線 占田寺屋敷町 藤原町古田 室町期以降、土塁残存

大西神社古墳 北勢町阿下喜 円 墳 2 基

覚正垣内遺跡 ，, 覚正垣内 錬倉期以降集落跡

野 々 田 遺 跡 大安町野々田 縄文期集落跡

野々田古墳群 ，, 

” 円墳 10墓、 3基残存

奥郷浦古墳群 菰野町潤田 円墳 3基

困道 36 5号線 大 久 保 城 跡 大安町片樋 中世館跡、士塁残存

門ノ上古墳群 四日市々小牧町 円墳 6基

真 造 寺 遺 跡 ，, /J 弥生期集落跡

届 岡 山 古 墳 ，, 上海老町 円 墳 3 基

国道30 6号線 三宅西条城跡 鈴鹿市三宅町 中世城跡保存

徳居 13 号窯跡 河芸町三行 占 墳 後 期

国逍 16 6号線 下 涌 野 城 跡 飯裔町下滝野 中世城跡保存

国道 16 7号線 荘 遺 跡 二見町荘 古墳後期以降集落跡、調介済

赤 坂 遺 跡 烏羽市堅神 ,, 
国道26 0号線 道 筋 墓 跡 大王町波切 時期不詳、前方後円形に石積

神 宮 寺 遺 跡 ” 船越 弥生期以降集落地

堂ノ t 2 号墳 ” ” 円墳 1基横穴式石室

田 尻 浜 遺 跡 志摩町片田 鎌倉期以降集落跡

宮 ノ 前 遣 跡 ” 御座
，, 

宮、1 前北遺跡 ,, ，, ,, 
御 座 城 跡

,, 
” 中 世 城跡

御座北西遺跡 ” 
,, 鎌倉期以降集落跡

国道31 1号線 ノ‘ ザ マ 遺 跡 熊野市有馬町 古墳期以降集落

大 高 見 遺 跡 ,, 金山町 ,, 
県道神戸長沢線 ニ： 畑 遺 跡 鈴鹿市三畑町 II 

県草牛曽根道線
東観音寺遺跡 安濃町東観音寺 占墳期以降集落跡、試掘済

八 幡 前 遺 跡 ,, 八幡前 ,, 
多
口^  田 遺 跡 ，, 多倉田 ，, 

岡 副 遺 跡 ,, 岡副 ，, 

的矢• 島羽線 鍋 田 占 墳 群 磯部町飯浜 円墳 1 9基

長 浜 遺 跡 ” ” 弥生期以降集落跡

的矢・大王線 殿 畑 遺 跡 ” 国府 奈良期以降集落跡、一部試掘済

安乗・港線 国府城跡・殿畑遺跡 ” 
,, ,, 

里・鹿谷線 浜 田 浜 遺 跡
,, 阿児町甲賀 弥生期以降集落跡

都区計画道線路 多度小学校遺跡 桑名郡多度町小山 縄文期以降集落跡
多度香取

天王平尾津平遺跡 ,, 平安期以降集落跡

豊里・久居線 小 舟 古 墳 津市J::浜町 円 墳 100面

峯 治 城 跡 '' ―身田町 中世館跡 5,000面

臼木西町線 若 山 城 跡 亀山市若山町 中世城跡

茅原• 生首線 笠 松 遺 跡 度会郡勢和村丹生 先縄文期、散布地

茶地岡向井線 向 井 遺 跡 尾鷲市向井浦 縄文期以降集落跡、試掘済
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（河川改修計画地内埋蔵文化財）

事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

木津川改修R) 北堀 池 遺 跡 上野市大内 弥生期以降集落跡、調査中

木津川改修(9ro 下 郡 遺 跡 上野市下郡 古墳期以降集落跡、調査中

金沢川改修傭l) 金 沢 JI I 遺 跡 鈴鹿市南若松町 弥生期以降集落跡

（公団・公社事業計画地内埋蔵文化財）

事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 況

水資源開発公団 中 垣 内 遺 跡 北勢町奥村 散布地
＝ 重用水

川原井瓦窯跡 鈴鹿市加佐登町 3基、伊幣国分寺瓦

宅県住宅供給公社 丸 岡 遺 跡 四日市市西村町 散布地40,000が
地開発,, 丸山糖塚占窯跡 玉城町長深 須恵器窯

，, 酒部屋西遣跡 ，' 古墳時代須恵器窯跡

I/ 大仏裏古墳群 ／」俣町東村 円墳 10基

” 片付山古墳群 ” 円墳 4基

,, 大仏山西古墳群 ” 円墳 12基
,, 大仏山廃寺跡 ,, 

歴史時代寺院
,, 浄 泉 寺 跡 ,, 

160面
I/ 大仏山中世墓群 ,, 1 0か所

It 久米山古墳群 上野市守田町 37基中 9基調査済

” 久 米 山 遺 跡 ，, 7か所

4. 文化財保護連絡会

各種開発計画と埋蔵文化財との協議は、遺跡の有無及び現状について、遺跡地

図、遺跡台帳との照合だけでなく、現地分布調査による確認を実施し埋蔵文化財

の保護に遺漏のないように努めている。そのため、事前協議の徹底については、

各教育事務所毎の文化財保護連絡会の開催により関係機関との調整を計っている。

昭和 54年度、文化財保護連絡会 開催実績

1. 趣旨

文化財の保護と開発事業計画との調幣をはかるため、関係機関相互の連絡強

化をはかり、文化財保護の万全を期する。
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2. 開催日

教育事務所 開 催 日 教育事務所 開 催 日

北 勢 11月 9日（金） 上 野 11月12日（月）

中 勢 11月14日（水） 尾 鷲 11月 7 日（水）

松 阪 1 1月13日（火） 熊 野 11月 6日（火）

南勢志摩 1 1月 8日（木）

（各地区開催時刻 13時30分）

3. 出席機関

各地方振興事務所

（各県事務所）

各農業事務所

各耕地事務所

各林業事務所

各士木事務所

4. 協議内容

各教育事務所

各市町村開発関係課

各市町村教育委員会

県教育委員会

(1) 各市町村における文化財保護の現状

(2) 「文化財保護の指導要項」について

(3) その他
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I 埋蔵文化財保護体制の強化

1. 発掘調査事務所

これまで明和町斎宮公民館内にあった斎宮跡発掘調査事務所は 4月 1日より正

式に文化課の出先機関として発足した。北堀池遺跡発掘調査事務所は正式に位置

づけられたものではないが、現場作業の円滑化を計るため昭和 53年 8月より現

地に設留されている。いずれも斎宮跡、北堀池遺跡の発掘調査の他に、国県等が

行う発掘調査及び市町村が実施する発掘調査の指導にあたっている。

(1) 斎宮跡発掘調査事務所

所在地 多気郡明和町斎宮

（電） 05965-2-1732 

月 県 関 係 事 業 市 町 村 指 導

0三菫県斎宮跡調査事務所 多気郡明和町大字
4 
斎宮に設謹される

6 0三重県斎宮跡調査事務所開所式 0第 25 -1次発掘調査（個人住宅）

0第 26 -1次発掘調査 0第 25-2次発掘調杏（個人住宅）
7 
（県営開場整備関連、中町地区）

0露越遺跡発掘哉査指導（町幼稚國建設予定地）

8 0第 25-3次発掘調査（個人住宅）

0第 25 -4次発掘調査（個人住宅）

0第25-5次発掘調査（個人住宅）

， 0粟垣内地区発掘調査指導

（広域隠道路建設予定地） 1 2月まで

0第 26 -2次発掘調査 0第25 -6次発掘調査（個人住宅）
10 

（県営圃場整備関連、牛葉地区） 1 1月まで

0第 26-3次発掘調査

（県営圃場整備関連、牛葉地区） 1 2月まで

0国史跡指定記念講演会
11 
講師作家円地文子

0第 26・-4次発掘調査

（県営圃場整備関連、竹川地区） 2月まで
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月 県 関 係 事 業 市 町 村 指 導

12 0第25-7次発掘調査（個人住宅）

0第 25-8次発掘調査（個人住宅）

1 0第25-9次発掘調査（個人住宅）

0第25-10次発掘調査（個人住宅） 2月まで

0第25-11次発掘調査（個人住宅）

2 0第25-12次発掘調査（個人住宅） 3月まで

0第25-13次発掘調査（個人住宅） 8月まで

(2) 北堀池遺跡発掘調杏事務所

所在地 上野市守田町

（電） 0595-24-0079 

月 国 ． 県関係事業 市 町 村 指 導

0国営分布調査
5 
0県園伊賀地区現地立会

0県圃 婦毛・上寺・一本杉遺跡試掘調杏

6 0国営 現地立会・古墳推定地試掘調査

7月まで

7 0県圃 上寺遣跡発掘調査

0県圃 横枕古墳・婦毛・一本杉遺跡発掘調査

8 9月まで

0県圃 山出遺跡試掘調査

， 
0県圃 神ノ木館跡発掘調査 1 2月まで

10 0県澗 山出• ショウゴンシ遺跡試掘調査

0国営 西浦城跡現地立会

11 

12 0県圃 下り合遺跡試掘調杏 0上野市官舎遺跡

0県道 上野甲南線服部氏城現地立会

0木津川改修工事（県士木部）下郡遺跡発掘調査

1 0県圃 木津館跡発掘調査

0県道 山出依那具線城山城跡発掘調査

0国営鷹岡城跡地形測量
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月 国 ． 県関係事業 市 町 村 指 導

2 0県営 かんがい排水事業南山田遺跡試掘調査

0県道 上野甲南線恒岡氏城現地立会 0阿山町団体営圃場整備事業川原古墳地

3 0県圃 山出遺跡発掘調査 現地立会

0県圃 昭和55年度事業予定地内分布調査

国営；東海農政局国営総合農地開発事業青蓮寺地区

県圃；県営圃場整備事業

2. 三重県文化財調査員の設置

埋蔵文化財を主とする文化財の保護の徹底をはかるため、小中高の教員および

民間の有識者などを三爪県文化財調査員として設置している。

（三重県文化財調査員設置要綱）

（目的）

第 1条 三重県内に所在する埋蔵文化財を中心とし、必要に応じてその他の有形

文化財、民俗文化財、史跡名勝天然記念物（以下「文化財」という。）の保護

の万全を図るため、三重県文化財調査員（以下「文化財調査員」という。 ）を

設猶する。

（任務）

第 2条 文化財調査員は、次に掲げる調査事項に従事する。

① 三重県文化財パトロール事業における文化財の巡視及び調査

② 国、県営の各種土木建設事業における文化財の分布及び確認調査

③ 埋蔵文化財発掘調査における調査協力

④ その他、文化財の保護に関し必要と認める調査

（定数）

第 3条 文化財調査員の定数は 50人以内とする。

（任用）

第 4条 文化財調査員は、地方公務員法第 3条第 3項第 3号の規定により任用す

る。

2. 文化財調査員は、大学において考古学、歴史学を専攻した者又は、それに準

ずる専門的知識を有する者のうちから、教育委員会か任命する。

3. 文化財調杏員の任用期間は 1年とし、再任することができる。
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（勤務条件等）

第 5条 文化財調査員の勤務条件、事務処理その他職務に関し必要な事項は、教

育長の承認を得て別に定める。

（報酬の額）

第 6条 文化財調杏員の報酬の額は、特別瞭に属する非常勤職員の報酬及び費用

弁償に関する条例（昭和 36年条例第 8号）第 2条の別表の規定に基づき教育

長が別に定める。

（費用弁償）

第 7条 文化財調査員の費用弁償の額は、職貝等の旅費に関する条例（昭和 32 

年条例第 46号）に規定する行政眠 4等級の職務にある者に支給される旅費の

額に相当する額とする。

（公務災害補償）

第 8条 文化財調査貝にかかる公務災害補償は、議会の議員その他非常勤の職員

の公務災害補償等に関する条例（昭和 42年条例第 43号）の定めるところに

よる。

（補則）

第 9条 この要綱に定めるもののほか、文化財調査員に関し必要な事項は、教育

長の承認を得て別に定める。

附則

1. この要綱は、昭和 53年 5月 1日から施行する。

2. 三重県文化財調査員設闘要綱（昭和 54年 4月 27日教育長決裁）は、廃止

する。

（昭和 54年度三重県文化財調査員一覧表）

地区 氏 名 勤務先 勤 務 先 住 所 勤務先電話 備考

伊束春夫 桑名高

゜桑

名 伊藤信夫 四日市高 ゜． 
松本 覚 北勢中

゜員

弁 田中欣治 三重短大

゜． 
山下雅春 朝 日小

゜重 片岡雅章 桑名高 。
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地区 氏 名 勤務先 勤 務 先 住 所 勤務先電話 備考

安田 日出麿 三重平中

四 尚川 晃 常盤小

日
大場範久 神戸高

市 ゜． 
保条 馨 平田野中

゜鈴

鹿 生駒 勝 津女子高

゜． 
石井 剛 三滝中

゜亀

山 安川官春 中部中

゜
太田 元二郎 成徳中

゜
津 河合良成 橋南中． 
浅生悦生 西郊中

安 ゜芸
下井 匹早ク 東観中

゜． 
志
稲生進一 高宮小 。
． 
長谷川 博 高田 ,,c~ , り

久
。

居
本堂弘之 大成小

゜
松 世古且守 松阪第2小 。
阪． 奥 義次 松阪商高

゜喜 奥谷義一 久保中 。． 
飯 福田 昭 多気中

゜南． 岡本好雅 殿町中
゜飯

高 河合 明 松阪工高

゜
伊
中西 健 度会中

゜
勢 中世古祥道 自 営

゜． 
高見宜雄 磯部小

゜度

会
村 1::. 喜雄 小浜小 。
． 川添昭博 浜島中

゜鳥
伊藤 保 自 営

゜羽
竹内正弘 和具小 0 ． 

志 足立行正 松阪工高

゜摩 山崎富三郎 上野小

゜
上 森川桜男 自 営

゜野． 福井健二 郵便局員
゜名

張 松山謙治 西 小 。
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地区 氏 名 勤務先 勤 務 先 住 所 勤務先電話 備考

阿 岡本武和 阿山中

゜山． 奥西 勲 箕曲小

゜名
賀 松鹿昭二 名張高

゜
寺岡光三 会社員

゜尾 伊藤 良 団体役員

゜鷲． 
湊 章治 長島高北 ゜牟
杉本 彰 三木小婁 ゜熊 嶋 正央 自 営

゜野． 
古部 均 荒坂中南 ゜牟
西村発牛 井田小婁 ゜

〈備考〉 文化財調査員数 計 48 名

文化財パトロール員数 計 45名

0 内訳 南志 9名 0 勤務先欄※印は、教頭職。

北勢 14名 上野 7名 〇 勤務先住所と、本人の住所が異なる場合は、本人

中勢 6名 尾鷲 3名 の居住地を（ ）に示す。

松阪 6名 熊野 3名 〇 備考欄〇印は、文化財バトロール員。

3. 文化財バトロール

昭和 54年度の文化財パトロールは、県文化財調査員 45名に依頼して実施し

た。前年度と比較して 3名を増員し、地域的な疎密の是正を配慮したが、調査員

の勤務条件等による調査件数の地域的な偏よりが一部にみられた。この是正につ

いては、広範な文化財保護活動を継続するための課題である。

(1) 開発事業と文化財パトロール

巡視件数のうち、埋蔵文化財の巡視が約 80%を占めており、次いで重要

文化財、建造物が約 15%を占めている。巡視結果による緊急処理件数は、

埋蔵文化財のみに集中し、開発事業による埋蔵文化財の保護の危機は前年度

以来継続する領向がある。

パトロールの結果については関係市町村教育委員会へ直ちに連絡し、関係

教育事務所ともども文化財保護に努めているが、松阪市の高田古墳群、高田

遺跡は既に消滅し、河芸町の徳居古窯跡 1号窯も町教育委員会の踏査以前に

破壊された。特に市町村教育委員会における埋蔵文化財専任担当係員の未配
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箇は、緊急事態に対する早急な保護措置に遺淵を生じている。

公共事業にかかる埋蔵文化財のうち、県営圃場整備事業については、現地

踏査に基く協議により計画変更し保存が図られた場合も多い。教育委員会

にかかる開発についてもパトロール報告に甚づき緊急調査を実施した桑名

市山王遺跡の例の様に、各種公共事業にかかる埋蔵文化財の取り扱いについ

ての事務連絡をさらに強化する必要がある。

(2) 文化財の実態確認と文化財パトロール

今年度の新発見された遺跡は約 30件であり、周知の遺跡の再確認によっ

て追加訂正されたものも多く、遺物カード、遺跡地図の整備に活用している。

今年度は、特に菫要文化財など指定文化財の管理状況の巡視及び管理指導

について活動した結果、管理状況の様子もつかめてきたので、今後さらに充

実していく必要がある。

{3) 文化財保護思想の普及と文化財パトロール

文化財パトロール活動を通じて、文化財の所有者や関係機関及び地域住民

に対して文化財保護思想の普及と適切な指導・助言がはかられている。

（昭和 54年度 三重県文化財バトロール実施要項）

l. 趣旨

県下における指定文化財、及び、埋蔵文化財包蔵地（以下文化財という）を

巡視し、常時、文化財の管理・保存状況を把握し、適切な処醤を講じて文化財

保護の万全を期する。

2. 活動内容

(1) 文化財管理・保存状況把握のための巡視

(2) 所有者等に対する文化財の保護管理指導

(3) 巡視・保護管理指導についての結果報告

(4) 文化財保護思想についての普及活動

(5) その他文化財の保護保存に関すること

3. 期間

昭和 54年 5月1日～昭和 55年 8月31日
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4. 調査員

三重県文化財調査員のうち 45名（別紙〇印）

5. 事業の実施について

(1) 事業は各教育事務所が執行するものとし、各教育事務所長は、実施計画書

（様式 1)を2期にわけて、三重県教育委員会文化課長に提出する。

(2) 文化財パトロールは、三軍県教育委員会が任命した文化財調査員が、前項

実施計画書に甚づき実施する。

(3) 文化財調査員は、文化財パトロール実施報告書（様式 2)を毎月末までに

各教育事務所長に提出し、各教育事務所長はとりまとめて翌月 10日までに

文化課長に提出する。なお、緊急事態が発生した場合は、電話その他の方法

により、すみやかに、関係教育事務所に報告する。

(4) 各教育事務所長は、緊急事態の状況に応じて文化課長に連絡する。

(5) 文化課長は、前項の事情により、早急に文化財パトロールカーを出動させ、

文化財の保護対策を講じる。

(6) 事業の執行にかかる経費は、 3期にわけて予算を令逹する。

各教育事務所長は、全事業終了後、すみやかに実績報告書（様式 3)を三

重県教育委員会文化課長に提出する。

(7) その他必要な事項はそのつど指示する。

〈様式 1・・・・・・・・・B5判〉

文化財パトロール

実施計画書

和

和
昭

昭
、

、

月

月
ー

1』

年

年

Jヽ

日日

月 日 調杏員名 パトロール地区 内 容 備 考
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〈様式2…・・・・・・B5判〉

文化財パトロール実施報告書

昭和 年 月 日 所
経 由

教育事務所
長
印

文 化 財

パトロール地区

調査年月日

調 査 員

文化財の名称 所 在 地 調 査 事 項

報

告

事

※ 裏面に、問題個所、見取図、

写真等記入のこと。

項

備 考
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〈様式8……・・・B5判〉

昭和 年度 文化財パトロール事業実績報告

昭和 年 月 日付け第 号で事業施行の通知のあった

文化財パトロールの実績について、下記の通り報告します。

記

1. 文化財パトロールの実績

月 日 調 査 員 ノゞ' 卜 口 ル地区 備 考

2. 支出明細書

項 目 令 達 額 支 出 額 内 訳

※ 旅費については、行

き先、回数を明記する

こと。
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（昭和 54年度 文化財バトロール実施状況）

種類 建軍要造文他物討 史 跡 名 勝
天然 坪蔵
記念物 文化財

対象
14 9 牒(2指1定3) 

処 理 内 容

件数 24 (67) 3 (8) 23 (7 6) 8187 

摘 ,f 処 Iゞ 処 ／ゞ 処 ノぐ 処 Jゞ 処 事
卜 卜 卜 卜 卜
ロ 理 ロ 理 ロ 理 ロ 理 ロ 理
I I I I I 務 文化財名 内 容
Jレ 件 Jレ 件 Jレ 件 Jレ 件 Jレ 件

月 件 件 件 件 件
別 要 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 所

4 月 3 

5 月 1 3 10 1 南志 青峯経塚
市教委へ連絡、現地

M」ーム工

6 月 1 3 18 1中勢 荒木遺跡他
耕地課、津耕地事務

所と協議、試掘調査

7 月 12 2 49 l北勢 多度神宮寺跡
町教委へ連絡、現地

立会

8 月 38 1 - 4 - 69 2 
中勢 徳居 1号窯跡 町教委へ連絡、消滅

松阪 大仏山古墳群 町教委へ連絡現地立会

9 月 1 2 26 1 松阪
高田古墳群

町教委へ連絡、消滅
高田遺跡

10月 3 

1 1月 7 1 25 

1 2月 37 1南志 舟木遺跡
町教委からも連絡、

現地立会

1 月 4 1 71 1 北勢 西林遺跡
北勢教育事務所、町

教委へ連絡、現地汀会

2 月 42 1 北勢 蛇谷貝塚
市教委へ連絡、現地

立会

3 月 6 -~ 

64 

゜
6 

゜
1 

゜
10 0 359 ， 総パトロール件数 440 件

総処理件数 9件

（四日市市文化財バトロール調査員）

調 査 員 所 属 住 所

安田 日出麿 三重平中学校

高川 晃 常磐小学校

片岡雅章 県立四日市南高校

山下雅春 朝日町立朝日小学校

樋尾菫雄
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分 担 地 区 調 査 員

A 地 区 保々、下野、八郷、大矢知、富洲原、富田 山下・樋尾

B 地 区 県、三重、神前、羽津、海蔵、橋北、旧市 安田•高川・山下

C 地 区 桜、川島、四郷、常磐、日永、塩浜 片岡・高川・安田

D 地 区 水沢、小山田、内部、河原田 片岡・樋尾

（註 「四日市市文化財パトロール要項」は、「三重県坪蔵文化財年報7』昭和51年度版
19 7 7. 3を参照）

（津市埋蔵文化財バトロール）

調 査 員 所 属 住 所

岩田直衛 長 島 高 校

生駒 勝 津女子高校

河合良成 橋南中学校

和田 勉 ,, 

裔士洋幸 櫛形小学校

二菫大学歴史研究会原始古代史部会

津高地歴クラフ（顧問幅江克明）

津西高郷上史クラプ( ,, 栗本俊雄）

,, 地歴クラプ(,, 徳井 賢）

4. 埋蔵文化財発掘技術者研修

埋蔵文化財の調査に関する専門的知識と技術の向上を目的とした研修事業は、

昭和 42年度以来、学校教員を対象として夏期に県外の研究機関に脈遣して実施

してきた。昨年度は、実施要項により県外 8ヶ月、県内 8ヶ月の 6ヶ月実施した。

本年度は、県外 8ヶ月、県内 9ヶ月の 1ケ年研修を実施した。研修生は次の通り

である。

榎本義譲

御村精治

垣見博

（松阪第 4小学校教諭）

（小俣中学校教諭）

（白子高等学校教諭）

（昭和 54年度埋蔵文化財発掘技術者研修実施要項）

1. 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存についての専門的知識と技術の習得につと
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めようとする者に対して、県外の埋蔵文化財研究機関に研修派遣するとともに

県内研修を行い、埋蔵文化財保護の強化に資することを目的とする。

2. 主催

三菫県教育委員会

3. 期間

昭和 54年 4月 1日から昭和 55年 3月31日まで

県外研修 3ヶ月

県内研修 9ケ月

4. 場所

県外 奈良県 奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター・飛鳥藤原宮跡調査部

県内 津市 埋蔵文化財整理室・明和町斎宮跡調査事務所

緊急発掘調査現場 他

5. 人員

若干名

6. 参加資格

県内の小中高校の教職貝のうちで、考古学、歴史学に造けいが深く、発掘調

査の経験を有する者。

7. 研修内容

(1) 講義

文化財の保護・史跡、埋蔵文化財保護の現状

発掘調杏の方法（調査計画・各種遺跡の調査）

遺物調査の方法（実測原理・各種遺物の調査）

関係学概説（建築構造・測量・保存科学・文献）

報告書作成方法

(2) 実習

発掘技術・測量・遺跡実測・写真撮影・遺物保存処理

8. 講師

奈良国立文化財研究所技官・県文化課係員他
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9. その他

(1) 研修参加者の旅費は、県外県内とも県の規定により支給。

(2) 研修期間中は、当該学校に対し臨時教員が補充される。

(3) 研修を終了した者には、研修証書を交付する。

（研修年間計画）

内

月

遺
物
写
真

遺
物
整
理

法方

そ

の

他

査

木

器
鉄

器
石

器

調物

士

器実
測
実
習

遺

実
測
原
理

発掘調査方法

調遺記遺遺
杏構述構構
計観記実写
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津市桜橋
埋蔵文化財整理室
（文化課分室）

多気郡明和町

斎宮跡調査事務所

（斎宮跡発掘現場）

（県外研修）

奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター

飛烏藤原宮跡調査部

埋蔵文化財整理室

（緊急発掘調査現場）

埋蔵文化財整理室

（註 研修場所を変更する場合もある。

（昭和 54年度研修内容）

月 県 内 研 修 県 外 研 修

0発掘計画等について（分室） 0発掘調査実習（調査現場）
4 
0遺物整理等について （川原井遺跡・離宮院跡）

0遺物実測実習 0発掘調査実習（川原井遺跡・離宮

5 院跡・大木ノ輪遺跡）

0分布調査

0遺物整理等について 0遺構遺物実測実習（斎宮跡） 0飛鳥藤原宮跡調査部 (1名）
6 

0測量実習（斎宮跡） 6/4~7/21 

0遺物実測実習 0遺構実測実習（大木ノ輪遺跡） 0埋蔵文化財センター(2名）
7 

（一般課程）7/23~8/25 
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月 県 内 研 修 県 外 研 修

8 0遺物実測実習 ↓ 

0遺物整理実習 0遺構実測実習（殿畑遺跡） 0埋蔵文化財センター(1名）

， 0発掘調査実習（ヒ野垣内遺跡・大 9/17~10/6 

木ノ輪遺跡） （専門課程）

0遺物整理実習
10 

0発掘誠査実習CL野垣内遺跡・大 0飛鳥藤原宮跡調査部(2名：

木ノ輪遺跡） I 10/22~11/2 0 

1 1 0遺物整理実習 0 石室実測実習(~志） ↓ 

0遺物整理実習 0発掘調査実習（東村遺跡・大木ノ

0講義 輪遺跡）

三軍の縄文遺跡

1 2 出張遺跡の石器

納所遺跡の弥生上器

古墳時代の土師器

後期古墳の須恵器

斎宮出土の土器 0発掘調査実習（天華寺廃寺）

瓦器と山茶椀

1 中世蔵骨器

中世土師器

0遺物整理実習

2 

3 

5. 埋蔵文化財担当者の研修

県及び市町村教育委員会の専任担当者相互の行政上の諸問題、調査上の課題等

について、情報交換、意見交流をはかり、調査中の遺跡や遺物、重要遺跡の見学

等の研修を行なっている。一方、県内の担当者を対象とした研修会は、隔月に一回、

開催地を順次交替して行なっている。今年度は伊勢市、久居市に嘱託であるが担当

者が配置された。県 16名、斎宮跡調査事務所 4名、市 11名、研修生 8名の全

員参加を原則としている。

近畿技師会は近畿 7府県及び市町村の担当者を対象とした研修会で、年に一回、

開催地交替制で行っている。
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（県内埋文担当者会議）

開催日 開 催 地 参加数 見 学 地 他

54. 4.18 鳥羽市神島開発総合センター 31 八代神社神宝

5 4. 6. 2 6 明和町公民館 31 斎宮跡調査事務所展示室、松阪市南山遺跡

54. 8.23 四日市々役所会議室 27 四日市々大膳寺跡、菰野町杉谷中世墓、収蔵庫

54.10.15 県上野庁舎会議室 25 伊賀信楽古陶館、北堀幽遺跡、補蛇落寺町石、三田窯

54. 12. 18 伊勢市青少年会館 26 高倉山古墳、神宮微古館、1J'1fll]噛前遺跡、丁塚古墳

55. 2. 5 明和町公民館 24 斎宮跡、八賀普氏講演「施紬陶器について」

（近畿技師会〕

期 日 開 催 地 考

昭和54年6月23日~24日 京都府亀岡市

備

県 2名参加
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眉緊急調査の現状

1. 大規模開発事業地域遺跡分布調査

昭和 52年度以来実施している本調査は、昭和 54年度は近畿自動車道遺跡群

他遺跡分布調脊として実施した。調査の目的は、国、県道路改良及び新設事業地

内の埋蔵文化財の分布調査を実施し、遺跡分布地図原図を作成して、その複投を

土木部などの関係機関に配布することにより、埋蔵文化財の周知徹底をはかり、

その保全のための協議資料とすることにある。

調査対象地域は、近畿自動車伊勢線（久居市～多気町間）建設予定地域、中勢

バイパス（鈴鹿市～三雲村）建設構想地域及び道路関係各種公共事業地域である。

これらの地域について、県文化財調査員 (48名）による現地踏査を実施し、未

発見遺跡の検出に重点をおき、遺跡台板に登載されたいわゆる周知の遺跡の現状

確認と、各種事業地域における保存された遺跡の現状確認を実施した。

（調査結果）

1. 近畿自動車道

道路建設予定地域を含む幅 40 Om、長さ約 25 kmについて調査を実施した。

その結果、 34個所の遺跡を確認し、うち新発見遺跡は 7個所であった。内訳

は遺物包含地 24、古墳 8、中世城館跡 2であり、古墳については古墳群も 1

件として取り扱っている。なお、松阪市大河内町所在の県史跡指定大河内城跡

については、その西側に当る広範な谷間がいわば自然地形を利用した天然の堀

となっており、道路計画により分断されるおそれがあり、他の遺跡群とともに

その保存について関係部局との協議を実施中である。

2. 中勢バイパス関係

建設構想のため、既存道路との接続部以外は路綿場所が未定であり、東西約

1 km、長さ約 28 kmについて調査を実施した。その結果、 79個所の遺跡を確

認し、うち新発見遺跡は 1個所であった。内訳は、遺物包含地 37、古墳及び

古墳群 33、中世城館跡 2、古窯跡 7である。北勢部で有数の須恵器生産跡

(6c~7c)である鈴鹿市と河芸町に所在する徳居古窯跡群については、再

調査が必要である。
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3. その他の事業関係

県下全域にわたる調査の結果、新発見遺跡 31個所を確認した。内訳は、遺

物包含地 15、古墳及び古墳群 4、寺院跡 1、中世城館跡 10、中世墓 1であ

る。

以上の調査結果について、遺跡台帳の作成、補充、都市計画平面図及び既製

の遺跡地図への記入、県文化財包蔵地一覧表への追加、士木部関係機関及び関

係市町村教育委員会へ複製地図の配布を実施している。

（昭和 54年度 大規模開発地域遺跡分布調査実施要項）

1. 調査の目的

国、県道改良及び新設事業地域内の埋蔵文化財の分布調査を実施して、遺跡

分布地図原図を作成し、その複製を土木部などの関係機関に配布することによ

り埋蔵文化財の周知徹底をはかりその保全のための協議資料とする。

2. 調査の組織

(1) 調査主体 三重県教育委員会

(2) 調杏員 三重県文化財調査員に依頼する。

(3) 調査協力機関 各教育事務所、各市町村教育委員会、三重大学歴史研究会

皇学館大学考古学研究会

3. 調査実施の期日と調査内容

第 1回調査 昭和 54年 7月 7日山 昭和 54年度道路関係各種公共事業地

内における分布調査の実施

第 2回調査 昭和 54年 8月25日山 各種バイパス予定地域を中心として周

8月26日（日） 知の遺跡の現状確認と未発見遺跡の検

出の分布調査の実施

第 3回凋査 昭和54年 12月22日山各種自動車道（構想を含む）予定地域

を中心として周知の遺跡の現状確認と、

未発見遺跡の検出の分布調査の実施

4. 調査の場所

省略

5. 調杏結果の報告

(1) 埋蔵文化財の所在地と範囲を記入した地図
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(2) 分布調杏報告

第 1回～第 3回調査による結果の集約およびまとめについては、 1月下旬

頃に打ち合わせを開催する予定。

6. 調査費

報償費および旅費を支給する。

7. その他

（調査年度及び対象地域）

年 度 調 査 対 象 事 業 地 域

昭和 52年度 農業基盤整備事業地域 （完了）

” 5 3 ” 
,, (,,) 

，' 5 4 ” 道路改良事業地域
(,,) 

ff 5 5 ，, ,, （予定）

，, 5 6 ，, 治山治水事業地域 (,,) 

，, 5 7 ” 都市計画土地利用地域 （ク）

，, 5 8 ,, 農村工業導入地域及び工場適地 (,,) 

（昭和 54年度大規模開発地域遺跡分布調査結果）

内 訳
区 分 市町村 遺跡数

遺物包含地 古墳 寺院跡 城跡 古窯跡 中世墓

近畿自動車道 久居市 1 (1) 1 (1) 

関係 一志町 3 3 

嬉野町 8 4 3 1 

松阪市 14 (1) 9 (1) 4 1 

多気町 4 (1) 4 (1) 

勢和村 4(4) 3 (3) 1 (1) 

小計 34 (7) 24 (6) 8(1) 2 

中勢パイパス 鈴鹿市 29 17 6 6 

閑係 河芸町 7 (1) 6 1 (1) 

津 市 32 7 23 2 

久居市 6 2 3 1 

三雲村 5 5 

小計 79 (1) 37 33 (1) 2 7 
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内 訳
区 分 市町村 遺跡数

遺物包含地 古墳 寺院跡 城跡 古窯跡 中世墓

その他新発見 亀山市 (3) (3) 

関係 東員町 (1) (1) 

桑名市 (3) (3) 

美杉村 (2) (1) (1) 

多気町 (1) (1) 

大台町 (1) (1) 

鳥羽市 (1) (1) 

大宮町 (I) (1) 

阿山町 (5) (1) (4) 

名張市 (11) (7) (4) 

青 山町 (2) (2) 
卜- -- --

小 計 31 (31) 15 (15) 4 (4) 1 (1) 10 (10) 1 (1) 

合 計 144 (39) 76 (21) 45 (6) 1 (1) 14 (10) 7 1 (1) 

遺跡数内訳欄の（ ）数字は新発見数（内数）

備 考

2. 緊急発掘調査

本年度は総件数 5 1件、面積 82,254面総調査費約2億 4.000万円の発掘調査が実

施された。県教育委員会が主体となって実施したものは 20件、市町村教育委員

会が主体のもの 25件、遺跡調査会が主体のもの 6件である。大半は各種土木事

業に伴う事前調査であり、中でも各種圃場整備事業に関するもの14件、道路河川

関係 5件、公共施設関係 6件と公共事業に伴うものが圧倒的に多い状況である。

勿論、調査に至るまでには、事業地内より除外するとか、地区内で保存とか工事

計画、エ法等の変更により、保存された遺跡も多くあるが、それだけ遺跡が開発

による破壊の危機にさらされているわけである。その上、事前に発掘調査を実施

した遺跡の殆んどが調査終了後消滅している。しかし、こういった中でも斎宮跡、

正法寺山荘跡、大膳寺跡のように遺跡保存のための重要遺跡確認調査も少なから

ずある。
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（緊急発掘調査遺跡一覧）

遺 跡 名 所 在 地 事業名 調査主体 調査費負担 備考

大木ノ輪遺跡 鈴鹿市箕田町 県営圃事 場
整備業

県教委 一県農部林水国産補部

上野垣内遺跡 一志郡嬉野町島田
,, ,, 

” 
天華寺廃寺跡 ,, ,, 天花寺字堀田 ,, ” 

，, 

カウジデン遺跡 多気郡多気町河田 ，, 

” 
，, 

東 村 遺 跡 ，, 明和町字東村 ,, ft 

” 
露 越 遺 跡 I/ ，, 竹JI! ,, I/ ，, 

斎 宮 跡 ” 
，, 斎宮 ” ” 

，, 

婦 毛 遺 跡 上野市大野木 ” 
It ，, 

神ノ 木館跡 ,, It " ” 
It 

木津氏館跡 ,, ，, ,, 
” 

I/ 

上 寺 遺 跡 ,, 摺見 ,, ,, ,, 

横 枕 古 墳 阿山郡大山田村川北 It ,, ,, 

山 出 遺 跡 ，, 

” 真泥字山出
,, I/ ,, 

一本杉遺跡 名張市西田原 ,, 
” 

I/ 

殿 畑 遺 跡 志摩郡阿児町大宇国府 県道改良 ,, 県士木部

城 山 城 跡 上野市依那具字西田 県道拡幅工事 ,, ，, 

斎 宮 跡 多気郡明和町斎宮
重要遺跡 It 

” 確認調査

山 王 遺 跡 桑名市下深谷字山王 高校建設 ，, 桑名土地
開発公社

北堀池遺跡 上野市大内字中沢 河川改修 ” 建 設 省
下 郡 遺 跡 上野市下郡 ” 

,, 県土木部

田 辺 城 跡 員弁郡北勢町大了田辺字北山 研農村修高令施者等設 北勢町教委 町 △ 

大 膳 寺 跡 四日市々南いかるが町
重要遺跡

四臼打々教委 国 補
確認調査

小牧西遺跡 ,, 市場町中畑946 団地造成 I/ 市 △ 

正法寺山荘跡 鈴鹿郡関町鷲山
重要遺跡

関町教委 国 補
確認調査

末野 A 遺跡 鈴鹿市郡山町西高山 団地造成
鈴鹿市遺跡

三交不動産
調査会

松 山 遺 跡 ” 中瀬古町松山
,, I/ 

” △ 
中 鳶 遺 跡 津市大里窪田町

団体営圃場
津市教委 市 △ 

整備事業
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遺 跡 名 所 在 地 事業名 調査主体 調査費負担 備考

里 遺 跡 津市高野尾町
団体営圃場

津市教委 市整備事業

長持元屋敷遺跡 久居市新家町 ’ 久居市教委 国 補

射原垣内遺跡 松阪市中万町八の坪 ,, 松阪市教委 ,, 

南 山 遺 跡 ” 土占路町字南山 砂利採取 ” 
,, 

J:: 出 遺 跡 ,, 駅部田町字花岡 団地造成 ,, 事 業 者 △ 

小久保遺跡 ” 垣鼻町字大保田
，, It ,, △ 

伊勢寺遺跡 ,, 伊勢寺町 幼稚閑建設 ” 市 △ 

粟垣内遺跡 多気郡明和町馬の上
広域市町村

明和町教委 町
鴻道路

露 越 遺 跡 ,, ，, 竹JII 幼稚園建設 ” ” 
池 村 城 跡 f/ ,, 池村 ± 採 り ，, 国 補

斎 宮 跡 “ 
,, 竹川斎宮 現状変更 ” 

,, 

離 宮 院 跡 度会郡小俣町 宝物殿建設 小俣町教委 町

小御堂前遺跡 伊勢市磯町 士 採 り 伊勢市教委 国 補

浜新地遺跡 ,, 大淀町 団地造成 ,, 事 業 者 △ 

曽 称 遺 跡 ,, 小木町 ショッヒ゜ング

” ” △ センター

おうみ製塩跡 志摩郡磯部町飯浜 団体備営事園場
整業

磯部町教委 町 △ 

官 舎 遺 跡 上野市東高倉字官舎 団地造成 上野市教委 事 業 者 △ 

久米山古墳群林支群 ” 守田町字林
農林同和 ，, 市
対策事業

四十九遺跡 ” 四十九町
団体備営事圃場
整業

,, 事 業 者 △ 

赤目檀遺跡 名張市赤目町檀 小学校建設
名張市

市
遺跡調査会

人参峠遺跡 ，, 顛古口字須添 団地造成 ，， 事 業 者

ひなと屋敷 3号墳 ” 夏見字芝出424
,, 
” ” 

八幡広遺跡 ft 八幡247 団体備営事圃場
整業

，， 市

中 出 遺 跡 名賀郡青山町高尾 農村広場建設 青山町教委 町 △ 

△は試掘調査
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田 辺城跡（貝弁郡北勢町大字田辺字北山）

事業名 農村高令者等研修施設

調査主体 北勢町教育委員会

調査期間 昭和 54年 7月20日～昭和 55年 3月31日

調査面積 5, 0 0 0 ?rt 全体面積 10. 8 4 3面

概 要 北勢町大字田辺から干司久連新田へ通じる県道の西側。簡易水道の水

源地の背後に栖高 23 2 m前後の台地がある。ここに木造左衛門佐政の居城と

伝える中世城館跡がある。その一角、外拡に隣接する台地を削平して、高令者

等研修施設を建設するのに先立って試掘調査した。

建物敷地の 3分の 1以上の面積は、永年の赤土採取のため約 7O cmの深さま

で削られている。

遺物の発見は地表から 2~5cmで、ほとんどが腐植土と黄褐色士の境い目に

含まれていた。

発掘した遺物は、磨り石 1、石斧 2、石鏃、士師器片 1、山茶椀片 l、剥片

多数である。進入路および駐車場予定地では遺物は発見していない。

山王遺跡（桑名郡大字下深谷部字山王）

事業名高校建設

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 54年 6月~8月

調査面積 7 0 0而

概 要遺跡は西にむかってのびる丘陵の西側斜面にあって、標高 32~35

mである。調査開始時は校地造成中で、旧地形は跡形もなく、貝層は露出し、

土器片があたり一面に散乱している有様であった。調査の結果、貝屑は約 50 

cmの厚みとほぽ四方の広がりを持ち、下から牡蠣・蛤、蜆と層位的に確認でき、

貝層中に多数の山茶椀、山皿、少量の獣骨、鉄製品を検出した。柱穴が貝層付

近で 10数個、さらに北で 20個検出されたが、建物としてまとまらなかった。

6世紀後半の須恵器の杯・高杯、煤の付着した十．師器鍋、瀕戸・常滑の甕・壷・

摺鉢、青磁・白磁、さらに古墳時代の人骨等も出土していた。多数の蛤は特定

目的に採取されたかのように、 7~ 1 0年生の貝でほとんど、焼きの痕跡をと
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どめている。剥身の貝を商売とする人々の存在が窺える。

小牧西遺跡（四日市々市場町中畑 94 6) 

事業名 市営住宅建設

調査主体 四日市市教育委員会

調査期間 昭和 54年 12月 20日~21日

調査面積 3 2面

概 要 四日市市土地開発公社が市営住宅 22戸と分譲住宅 10戸を建設し、

これに公園、その他、公共用地等の整備事業に伴う調査である。この建設計画

が小牧西遺跡の範囲に含まれていると考えられるため事前に試掘を実施した。

2mx2mのグリッド計 8ケ所設定して行なったが、いずれのグリッドにおいて

も遺構・遺物は検出されなかった。

大膳寺跡（四日市々南いかるが町）

事業名 重要遺跡確認調査

調査主体 四日市市教育委員会

調査期間 昭和 54年 7月 11日~3月末日

調査面積約 3,20 0所

概 要昭和 30年 3月 30日市指定史跡となり、永らく畑作地であったが、

ここ数年来の宅地化に対処するため、国庫補助および県費を受け、昭和 52年

度を第 1次調査とし、今回はその第 3次調査であった。第 8次調査対象地は 4

個所に分散しており約 3.2 0 0而である。検出遺構は掘立柱建物跡2棟、土砿、

溝跡、井戸跡がある。土拡の中には平窯跡と考えられるものがある。遺物には

文字瓦 4点、軒丸瓦、軒平瓦、鬼瓦の一部と考えられるものなど屋瓦類と埴、

さらに灰釉陶器、須恵器、土師器、山茶椀等を検出している。文字瓦、埴は第

1次、第 2次調査において検出していないが、昭和 27年頃の土取りにより文

字瓦が出土した報告は、 『三重県郷土会会誌』や昭和 35年刊『四日市市史』

にみられる。
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末野 A 遺跡（鈴鹿市郡山町西高山）

事業名団地造成

調査主体 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間 昭和 54年 5月～昭和 55年 4月

調査面積 1 0, 0 0 0面

概 要緑地保存区域をはさんで、調査対象面積約 10,000而である。北、

南、東の各区に分けて調査を進め、南区については現在も調査中である。遺構

は古墳時代後半 (7C前半～後半）の竪穴住居跡、古墳時代後半～奈良時代に

至る掘立柱建物跡が中心である。現在のところ両者をあわせて、 40棟を下ら

ないと思われる。その他、北区から平安時代の素掘り井戸、南区から直径約 8

mの縄文時代の住居跡 1棟が検出されている。

遺物には北区より、フイゴの羽口、土馬、鉄斧が、井戸内からは黒色土器、

製塩土器が、南区に径 22~23C11lの円面硯、フイゴの羽口、縄文土器、石斧

が出土した。

松山遺跡（鈴鹿市中穎古町松山）

事業名団地造成

調査主体 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間昭和 54年 1月~2月

調査面積 soorrt 

概 要 松山遺跡は、団地造成計画範囲の最北端部にあたり、国鉄伊勢線開設

の折調査された経塚古墳のすぐ南に位置する。

遺構は、古墳時代前半 (4C頃）の竪穴住居跡 1軒と方形に区画された溝

（中央より東側部分については線路により縦断。方形周溝墓か？）、倉庫風の

建物跡 1棟がある。建物には竪穴住居跡から出士した古式土師器の破片と、鎌

倉時代の山茶椀、山皿が少量あるのみである。

大木ノ輪遺跡（鈴鹿市林崎町、上箕田町、中箕田町、南長太町地内）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会
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調査期間 昭和 54年 5月～昭和 55年3月

調査面積 約 9,5 0 0而（幹線排水路部分約 1,6 0 0況、 A地区約 2,2 0 0面、

B地区約 1,50 0面、 C地区約 4,2 0 0面）

概 要 鈴鹿川右岸の広大で肥沃な沖積平野に、林綺町から南長太町にかけて

幅 100~12om、延長約 2.5 kmにわたって自然堤防が残っている。この自

然堤防上に立地し、栖高は 5m前後、現況ぱ畑である。

検出された遺構は、弥生時代前期の土拡 1、弥生後期～古墳時代の溝跡5条、

士拡 1、平安時代後半の掘立柱建物 1棟、士拡 1甚、鎌倉時代後半から室町時

代の掘立柱建物 4棟、溝跡 21条、井戸 17基、十拡 7基、墓跡2基、柵列 l、

近世以降の土琺 1基、時期不明の多数条溝群 lがある。中心となるのは中世で

ある。出上した遺物は、弥生前期・後期土器、古式士師器、須恵器、灰釉陶器、

緑釉洵器（約 70片）、青磁、山茶椀、山皿（墨書も多い）、士師器皿、鍋、

羽釜、常滑、古瀕戸、近世陶器など各時代各種のものがある。他に土製品、石

製品、木製品、鉄製品と豊富である。遺跡範囲約 50.0 0 0刑のうち約40.0 0 0 

面が畑地保存されることになった。

正法寺山荘跡（鈴鹿郡関町鷲山）

事業名 重要遺跡確認調査

調査主体関町

調介期間 昭和 54年7月～昭和 55年8月

調査面積 8 0 0面

概 要 東海道（国道 1号線）から鈴鹿川0)支流小野川に沿って北へ 2kmほど

人った鷲山字カマエの河岸段丘上に立地、三方を小野川、一方を羽黒山の山麓

により取り囲まれた要害の地である。

今回、遺構としては残りは悪いが、 L字状に囲む 20~30CTJI大の川原石列

と共にそれに附随する柱列もみられ、建物基礎跡と考えられる。他にヒ° ット群

もみられるが建物としてまとまらない。その他、石積み排水溝があり、井戸周

辺で 2段になっており、又、井戸周辺には作業場跡らしい石敷もみられる。

遺物としては土師器（皿、羽釜）、山茶椀の他、陶器（涸戸・越前）、屋瓦、

古銭等が出土している。
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里 遺 跡（津市高野尾町）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 津市教育委員会

調査期間 昭和 54年 7月

調査面積 2 8 0面

概 要 志登茂川左岸の独立丘陵上に位置する。分布調査の結果では、畑に弥

生時代後期～鎌倉時代にわたる土器の細片の散布がみられた。

試掘調査の結果は、地上面までの深さはきわめて浅く、かつ試掘坑からは何

ら遺物、遺構の検出はなかった。

中鳶遺跡（津市大里窪田町）

事業名 団体営圃場堅備事業

調査主体 津市教育委員会

調査期間昭和 54年 10月

調介面積 6 0而

概 要 志登茂川右岸の平野を望む台地上に位置する。昭和 50年に調査され

た中鳶遺跡の東に位置するもので、一部が圃場整備事業の範囲に含まれるもの

と考えられた。

試掘調査の結果、当該事業の西隅から古墳時代前期～平安時代にわたる遺物

が多量に出士し、遺跡の一部であることが判明した。そのため関係課と協議し、

その結果設計変更することにより遺跡を保護することになり、本調査は実施し

なかった。

長持元屋敷遺跡（久居市新家町）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 久居市教育委員会

調査期間 昭和 54年 11月～昭和 55年 8月

調査面積 4, 0 0 0面

概 要 蛇行する雲出川の氾濫原下位に位置する。遺構は弥生時代から室町時

代にわたって検出された。弥生時代としては、一辺約 7m四辺の竪穴住居跡と
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周溝をもつ遺構がある。竪穴住居跡は中央に焼けた部分があり、南西隅に土器

が集中していた。他の 1軒は 1辺約 7m四方で、周囲に約 0.7mの溝をもって

いる。中央部に焼けた部分があり、南に士器が集中していた。

古墳時代には、円形の周溝をもつ遺構がある。中央と角に焼けた部分があり、

周溝内に火を受けた甕・壷・須恵器杯が落ちこんで出士した。奈良時代の遺構

は、中央部に広場を設け、 13軒の竪穴住居跡がとりまくように点在している。

室町時代の遺構としては、 4X 3間の掘立柱建物址の墓地跡がある。中世墓は、

羽釜形土器に火葬骨を納入し、土i広に埋納している。

天華寺廃寺跡（嬉野町天華寺小字堀田）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調杏期間 昭和 55年 1月 16日～同年 3月 29日

調査面積 2, 5 0 0面

概 要 天華寺集落の西、北に延びる丘陵と国鉄名松線とに画された地にあり

現在、水田となっている。遺跡東方 20 O mには中村川が流れる。今回の調査

は、圃場整備事業に伴う事前涸査で、寺域の範囲及び建物の肝箇確認を目的と

して行ったものである。調査の結果、金堂基壇 (17X20m)、塔甚増 (12 

X 1 4 m)、錬倉時代掘立柱建物 (5間X4間）、江戸時代井戸を検出した。

金堂・塔とも、堀り込み地業、版築層を確認できるが、削平されており、塔心

礎抜き取り穴が残るのみである。また、鎌倉時代に大きく攪乱されており、甚

壇をほりこんで瓦が推積し、塔基壇は、大溝により切られている。遺物は、白

鳳期の博仏、白鳳から奈良時代前半の軒丸・軒平丸をはじめ、奈良～鎌倉時代

の士師器・須恵器・山茶椀など多数出土した。瓦は、土のう袋にして 2,40 0 

にのぽる。なお、来年度は寺域を画する遺構、講堂等調査の予定である。

上野垣内遺跡（一志郡嬉野町島田字上野垣内）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 5 4年 7月下旬~1 2月上旬
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調査面積 3. 1 0 0面

概 要 本遺跡は、中村川左岸に形成された中位河岸段丘上の一段高くなった

畑地 (A 区• B区）及び低位段丘上の畑地 (C区）にあり、縄文～室町にかけ

て断続的に営まれた遺跡である。 A区は、室町期と考えられる溝跡と小ヒ°ット

若干を検出したが、栗の根による攪乱で遺構の残存状態は悪い。 B区は縄文時

代晩期の住居跡・弥生時代前～中期に至る土拡古墳時代の土拡・奈良時代末～

平安時代初頭の住居跡 37 棟•平安時代の掘立柱建物跡 9 棟等を検出した。

堅穴住居跡のうち、石組の袖を有するカマドを持ち、地山をくりぬいた煙道の

あるものが 2棟検出された。遺物は縄文末～鎌倉期まで各期のものが種々出土

したが、その中で緑釉陶器片数片及び幾内的要素を持つ陪文手法の土師器相当

量が確認されている。 C区は、小鼠の士器片・布目瓦片が出土したのみで、遺

構は確認されなかった。

南山遺跡（松阪市土古路町字南山）

事業名砂利採取

調査主体松阪市教育委員会

調査期間昭和 54年 5月~1 0月

調査面積 4, 0 0 0面

概 要 昨年度調査を実施した事業地内の南半部分を対象に調査を実施。遺跡

は 3層よりなり、上層は砂屑（無遺物層、厚さ 50~10QCm)、中層は褐色

砂質土層（遺物包含層、厚さ 50~100cm)、下層は砂層（遺構検出面）と

なる。部分的に中・下層の間に褐色粘質土層が入り、山茶椀を主体とする中世

の遺物を包含している。遺構としては古墳時代 (7世紀）の方形竪穴住居跡状

遺構、奈良、平安時代の掘立柱建物跡・大形円形土拡•井戸、中世 (1 4世紀）

の井戸などを検出。遺物は上記各時代の土師器が圧倒的に多く、須恵器・灰釉

陶器・山茶椀もある。また、土錘の出土量も多く、長頸壷に入った皇朝銭（隆

平永宝）、銅製五輪塔（高さ 3cm)、石帯の出士も注意をひく。

伊勢寺遺跡（松阪市伊幣寺町）

事業名幼稚國建設
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調査主体 松阪市教育委員会

調査期間昭和 55年8月

調杏面積 6 0面（試掘）

概 要園舎部分 60 0面について幅 2mのトレンチを 8本設定して、遺構の

有無、遺物の包含の状態を調べた。結果は山茶椀片などが少量出土したのみで、

遺構は検出できなかった。試掘対象部分が遺跡とされている広大な地域 (70 0 

Xl,OOOm)の南端にあたっていたことが上記のように結果したと思われる。

小久保遺跡（松阪市垣鼻町字大保田）

事業名団地造成

調杏主体 松阪市教育委員会

調査期間 昭和 54年 12月～昭和 55年 1月

調査面積 5 0 0而

概 要 事業によって台地端部にある遺跡が影轡を受けることになったため、

緊急発掘調査を実施。調査により遺構として方形竪穴住居跡 9棟、掘立柱建物

跡 2棟を検出。竪穴住居跡中から古式の須恵器を出土している点より、竪穴住

居跡は古墳時代 (5世紀後半）に属するものと推定される。掘立柱建物跡につ

いては古墳時代のものと考えられるが、出土資料の不足もあって確定はできな

い。竪穴住居跡はいずれも東向きの緩斜面に造られており、斜面下方の東半部

は流失し、上方の西半分のみ残存していた。住居跡はいずれも重復しており、

中には同じような古式の須恵器を出しながら、炉跡を有する住居跡を壊して、

カマドを壁に取り付けた竪穴住居跡の出現している点が注意をひき、炉からカ

マドヘの転換という生活上の変革が 5世紀後半に行われたことを物語っている。

射原垣内遺跡（松阪市中万町字八の坪）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 松阪市教育委員会

調査期間 昭和 54年 10月～昭和 55年8月

調査面積 4,3 0 0面

概 要櫛田川の低位河岸段丘面に形成された遺跡で、事業によって削平され
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る遺跡の両端部分 (A地区=2, 5 0 0面と B地区=1, 8 0 0而とする）を調査。

A地区は遺構として中世 (14世紀）の掘立柱建物跡 8棟（すべての柱穴には

根石として河原石を入れる）、石積み井戸 3基、遺物としては縄文早期の押塑

文土器片、中世の山茶椀・土師器（杯・士鍋）を検出する。 B地区からは縄文

後期の竪穴住居跡 1棟及び石囲い遺構、弥生末期の竪穴住居跡 1棟、古墳時代

前期の竪穴住居跡 3棟、 A地区と同様な中世の建物跡 3棟、井戸 3基、溝跡な

どを検出。 A地区に比して遺構密度は高い。遺物も A地区出士のもの以外に多

量の縄文後期土器片、弥生末期士器、古墳時代前期土師器（小型丸底壷、 S字

状口縁土器、高杯など）、石器（石錘・石斧・石鏃）、黒曜石及び水晶の剥片が

出土。調査結果から、押型文土器は大川式に属すること、中世については建物

規模に 2X 3間から 5X 5間のものまであり、中には間仕切りを想定させるも

のもある点、 6ケ所の建物ブロックにはそれぞれ井戸があること、また、遺物

に御磁器類が全くない点が注目される。

上出遺跡（松阪市駅部田町字花岡）

事業名団地造成

調否主体 松阪市毅育委員会

調査期間昭和 54年 5月

調査面積 1 5 2面（試掘）

概 要遺跡は宝塚古墳に隣接する台地一帯に広がっていたが、都市計画道路、

個人の宅地造成により破壊を受け、都市計画道路に沿って南側に残っていた台

地緩斜面が遺跡の原状を今に伝えていた。事業地がその地を含んでいたため、

2X4mのグリッドを 19ケ所斜面に設定して試掘調査を実施した。斜面下方

の2ケ所のグリッドから縄文晩期土器、及び、弥生土器片が少量出土したのみ

で、他からは全く遺物は出土せず、しかも、遺構はどこからも検出されなかっ

た。昭和 45年度に調査を実施した都市計画道路敷の際には遺構も検出され、

その西側に隣接したところであったため、本調査も予想されたが、上記結果に

より、その必要もなくなった。
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カウジデン遺跡（多気郡多気町河田字カウジデン）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 6月 28日~7月 28日

調査面積 4 0 0面

概 要遺跡は櫛田川右岸の沖積平野上にあり、国鉄紀伊本線多気駅の東方約

6 O Omの所にある。遺構は、 5間X4間四面廂の掘立柱建物跡 1棟の他、土

拡・溝跡・ピット等があるが、なかでも西側で検出された大溝は、奈良～平安

時代にかけての多量の遺物を出士した。曲物、斎串、柄、板、墨書木札等の木

製品の他、外底部に「中万」銘の墨書のある灰釉陶器（皿）・土師器（杯）が

9 点が出土している。他に大型の士馬・土師器（杯・甕）• 黒色士器（椀）が

あるが、なかでも平安時代後半の士師器（杯）は多量に出土している。他の遺

構では鎌倉～室町時代にかけての薄手の土師器（小皿）他、常滑焼甕片が多く

出土している。

露越遺跡（明和町大字竹川字露越）

事業名幼椎園建設

調査主体 明和町教育委員会

調査期間 昭和 54年 8月

調査面積 1, 1 0 0而

概 要露越遺跡は旧国道 23号線より北方約 50 0 mにある台地にある。近

年、入園希望者の急増に伴い昭和 54年度において当遺跡内山林に幼稚園を建

築する計画が具体化し、事前に発掘調査を行った。発掘調査は園舎敷地内に東

西南北に巾 3m、長さ 4mの試掘坑を 29区入れ、状況に応じて 1区おきに試

掘した結果、現地表より約 25~75CIII掘った段階で灰白色の地山が現われ、

数ケ所に土取りの跡がみられ遺構は確認できなかった。遺物は中世の土師器片

が数点出土しただけである。

露 越遺跡（多気郡明和町大字竹川字南裏、露越）

事業名県営圃場整備事業
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調査主体 三菫県教育委員会

調査期間 昭和 54年 11月 26日~55年 2月 2日

調査面積 3 8 5面

概 要 露越遺跡は大字竹川字南裏地内で斎宮跡南限に隣接する南北約 50 0 

m、東西 380mの範囲の畑地と山林部分である。 54年度の圃場整備事業で

は、当遺跡のほぼ東側半分の畑地一帯が事業対象地に含まれていた。 10月に行

なった試掘調査では、遺構西が表土下 50 cm以上であること等検討の結果、完

全に遺構が破懐される当遺跡北限の排水溝の部分の巾 2.5 m、長さ 16 Om間

の調査を行った。調査の結果、奈良時代土拡 l、平安時代中葉の士琺 3、井戸

1、溝 1、室町から近世初頭の溝8条のほか、多数の小ヒ° ットが検出された。

調否区画が狭いため、建物跡は確認されなかった。出土遺物には、土師器、須

恵器片の他に、灰釉陶器、緑釉陶器片も含まれていたことなどから奈良•平安

時代にかけて、斎宮跡に関連していた遺跡であるものと推定される。

粟垣外遺跡（明和町大字馬之上字粟垣外）

事業名 松阪地区広域市町村隊計画道路

調査主体 明和町教育委員会

調査期間 昭和 54年 10月～昭和 55年 1月

調査面積約 1,3 0 0而

概 要 本年度も昨年度に続き松阪地区広域市町村圏計画道路の施工地を事前

に調査したものである。本遺跡は斎宮跡より約 1km~t方に位骰する丘陵地帯で

ある。試掘調査の結果、遺跡が確認されたので巾 sm、延長 16 Omに及ぶ発

掘調査を行った。その結果、縄文時代晩期から錬倉時代にかけての遺物が多数

出土し、竪穴住居跡6基、掘立柱建物跡 4基、農耕用に使われたと思われる倉

庫跡 l基、巾 4m ~ 0. 3 mに及ぶ溝跡、井戸跡など数ケ所を発見した。遺物は

主に高杯、須恵器、土錘、土師器、土馬、石棒等、約数十点を出土した。

なお、斎宮跡との関係については、緑釉陶器が出土していないことから直接

のつながりは今回の調査では不明であり榔田川流域の斎宮外縁の集落の 1つで

あろうと思われる。
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池村城跡（明和町大字池村字世古）

事業名土採り

調査主体 明和町教育委員会

調査期間 昭和 55年 3月

調査面積約 1,8 0 0面

概 要池村城跡は旧国道 23号線より 1.5 km南方にある池村、里中の丘陵地

に位置する。今回、本城跡の一部を土採りされるため、事前に発掘調査を行なっ

た。池村城跡は室町時代大永から天文年間の初期頃に築城されたと伝承されて

いる。発掘調査の結果、遺構はみられなかったが本城跡の櫓台跡と思われる盛

土より古墳を発見した。しかし中世にかなり攪乱されており中世の士器片と古

墳時代の遺物が混在していた。墳丘規模は径約 13 m、高さ約 2mの円墳で内

部主体は、 4.7 m X 1. 2 m、5.2 m X 1. 5 mの2主体を確認し、いずれも木棺

直葬である。遺物は、鉄刃、須恵器杯、高杯、鉄鏃など十数点出土した。出土

遺物より 6世紀頃の築造であろうと思われる。

東村遺跡（多気郡明和町佐田字東村）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 12月 16日~1 2月22日

調査面積 3 0 0面

概 要排水路構築部分の発掘で、幅 3mX46m(E区）、幅 3mX54m

(W区）の東西に長い 2本のトレンチをあけた結果、 E区では平面隅丸方形プ

ランの素掘り井戸、南北に走る溝 3条の他、小ピット群を検出、 W区では溝と

小ピット群を検出した。住居跡（建物）の検出はできなかったが、中世集落跡

の一部であることは間違いない。ヒ° ット群と井戸跡は地形的にはおそらく祓川

の沖積作用による沖積微高地にあたり溝によって区画されているようである。

出土遺物は山茶椀、土師器（鍋・小皿）、若干の陶器（常滑焼）をはじめ、青

磁片も 1点ある。時期的には鎌倉時代後半～末頃と思われ、少量であるが遺構

に伴って出土しており、中世土器編年の一つの好資料となろう。
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斎 宮 跡（多気郡明和町斎宮）

事業名 菫要遺跡確認調査

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 5月 15日～昭和 55年 8月 12日

調査面積 7, 5 5 8 m 

調杏次数 調査地区 調査面積 調査期間 地籍地番 所有者 備 考

23 6AEL-B 840 m2 54. 5.15~ 大字斎宮字下園 個 人
計画的面調査54. 7. 5 

24 6AGF-D 992 54. 7. 5~ 大字斎宮字西加座 個 人 ,, 
54. 8.29 

27 6ACG-S.T 2,350 54. 8.30~ 大字竹川字東裏 個 人
It 

54.11.26 

28 6AEO-D 1,420 54.12. 8~ 大字斎宮字柳原 個 人

” 55. 3.12 

29 6AFL他 1.956 
54.12. 7~ 

大字斎宮字鍛治山他 個 人
計 画 的

55. 3.10 トレンチ調査

斎 宮 跡（多気郡明和町斎宮）

事業名現状変更

調査主体 明和町教育委員会

調査期間 昭和 54年 6月5日～昭和 55年 8月 5日

調査面積 1,0 8 9而

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 地籍地番 所有者 備 考

25- 1 6ADP-K 93m' 54. 6. 5~ 大字斎宮字牛葉 有限会社 住宅開発54. 6.20 3029-1 三重土地ネーム

25- 2 6ACA-Y 75 54. 7.19~ 大字斎宮字右里 個 人 個人住宅54. 7.25 

25- 3 6ADD-F 59 54. 8. 6~ 大字斎宮字篠林 個 人

” 54. 8.11 

25-4 6AER-H 99 54. 8.13~ 大字斎宮字牛葉 牛葉公民館 公民館建設54. 8.31 3014 

25- 5 6AGN-H 35 54. 9.10~ 大字斎宮字鍛治山 個 人 個人住宅54. 9.15 

25- 6 6AFH-A 240 54.10.16~ 大字斎宮字西加座 個 人

“ 54.11. 5 

25- 7 6AEK-V 24 54.12.19~ 大字斎宮字下園 個 人

” 54.12.24 

25-8 6AFC- 48 55. 1. 9~ 大字斎宮字西前沖 個 人

” 55. 1.18 

25-9 6ACN-C 216 55. 1.11~ 大字斎宮字広頭 個 人

” 55. 1.24 
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調査次数 調査地区 調査面積 調杏期間 地籍地番 所有者 備 考

25-10 6AEV-A 83 m' 55. 1.24~ 大字斎宮字鈴池 個 人 個人住宅55. 2.26 

25-11 6ACF-B 37 55. 2.20~ 大字竹川字東裏 個 人
" 55. 2.26 

25-12 6AEE-Y 20 55. 2.25~ 大字斎宮字楽殿 個 人

” 55. 3. 3 

25-13 6AFJ-E 60 55. 2.28~ 大字斎宮字西加座 個 人

” 55. 3. 5 

斎 宮 跡（多気郡明和町斎宮）

事業名県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 7月 24日～昭和 54年 12月 12日

調査面積 2,4 9 4面

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 地籍地番 所有者 備 考

26-1 6AFR 54 m' 
54. 7.24~ 

大字斎宮字中西54. 7.25 

26-2 6AEX- 550 54.10.12~ 大字斎宮字鈴池6ACQ 54.10.27 木葉山、南裏

26-3 6AEVWX 1,890 54.11. 1~ 大字斎宮字鈴池54.12.12 

曽祢遺跡（伊勢市小木町字曽祢）

事業名 ショッピングセンター

調査主体 伊勢市教育委員会

調査期間 昭和 54年 11月 1日~6日

調査面積 1, 1 0 0面

概 要 勢田川左岸、標高約 L5mの段丘上に位猶する新発見の遺跡で、現況

は水田及び畑地である。この大部分が開発されるため、試掘調査を実施。 4m

X4mのグリッドを 20m間隔ことに 98ケ所設定したが、北・東側は耕作土

の下がすぐ砂礫層となるため、 総数 59ケ所を発掘した。調査の結果、西側

の一部地域の遺物包含層内で錬倉期の山茶椀・山皿や、古墳時代前期の台付甕

形土器が検出されたが、これに伴う遺構は検出されなかった。この地域は、 1
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mほど盛士して造成を行うため開発を許可した。

浜新地遺跡（伊勢市大湊町字浜新地）

事業名団地造成

調査主体 伊勢市教育委員会

調査期間昭和 54年 9月25日~2 7日

調査面積約 30 0而

概 要 大湊海岸線より約 30m離れた浜堤上に位置し、現況は水田、畑地で

ある。県台帳に浜新地遺跡の登録があり、遺物の散布も認められたため、 4m

X4mのゲリット 19ケ所の試掘調査を実施した。調査の結果、山茶椀・土師

器（鎌倉～室町時代）等の遺物は認められたが、耕作土の下層はすぐ砂層にな

り、遺物包含層は認められず、遺構も検出されなかった。

小御堂前遺跡（伊勢市磯町字小御堂前）

事業名 土地改良及び砂利採集

調査主体伊勢市教育委員会

調査期間 昭和 54年 11月6日～昭和 55年 2月3日

調査面積約 2,7 0 0面

概 要 外城田川左岸、標高約 1m前後の沖積地に所在する遺跡で、約 2,700

面を発掘調査した。調査の結果、中心は平安時代の集落跡で、掘立柱建物跡 2

棟、井戸を検出。遺構は少ないが遺物は多量に出土した。なかでも、緑釉陶器

（花紋付皿・唾壷・瓶子・蓋付短頸壷・椀・皿・段皿）は 13 6点出土し、単

なる集落跡でない様相を示した。他に、平安時代の土師器杯・甕・高杯や灰釉

陶器・須恵器、長頸壷・杯・甕・壷、志摩式の製塩土器をはじめ、鎌倉～室町

時代の山茶椀・山皿・鍋•青白磁や、縄文晩期五貫森式の土器・石鏃が出土し

た。

離宮院跡（度会郡小俣町）

事業名宝物殿建設

調査主体 小俣町教育委員会
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調査期間昭和 54年 7月 24日~2 5日

調杏面積 1 6面

概 要 宮社神社御拝殿の東約 3m、すぐ束に士塁が南北に並走する所に位醤

し、 4mX4mの試掘調査を実施。士層の基本層位は表土・暗黒褐色土・黒色

士、地山となる。遺物は平安～鎌倉時代の土師器杯片・甕片・須恵器甕片が出

土した。遺構は柱穴が検出されたが調査の性格上、掘立柱建物跡かどうかは不

明である。また、風倒木によると思われる土拡も検出した。

おうみ製塩址（志摩郡磯部町飯浜）

事業名 農村埜盤整備事業

調査主体 磯部町教育委員会

調査期間 昭和 54年 7月 11日~7月22日

調査面積 6 0面

概 要 遺構としてはifo.2ゲリッドで製塩炉址らしきものを検出。炉址は第 4

層のマガキを主体とする厚 20 cmの混士貝層の下に炉床の厚 20 cm位で、箪の

生成層上に角礫を敷き入れて造られたものである。炉床面からは無文の土器片、

水簸ししたと思われる粘士塊も 2ケ所みられた。焼石は第 4層より出士。

遺物は土器で、弥生時代前期（亜式）を上限として、中期、後期、古式士師

器を出土、製塩炉址とは別に麻績貝塚が弥生時代まで遡ることが証明された。

古代日本の製塩法「藻塩焼く」製塩を立証する上において貴重な調査、発見

であることを付記しておく。

殿畑遺跡（志摩郡阿児町困府字殿畑）

事業名県道改良

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 7月10日～昭和 54年 10月9日

調査面積 2,0 0 0が

概 要 地形的には国府の平地の中でも海岸線より離れた西側丘陵の麓部にあ
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たり、標高 2m前後である。遺構面は細砂より成り砂堆状を呈する。遺構とし

ては掘立柱建物跡 10棟、溝跡、土琺等を検出。掘立柱建物には柱穴内に礎石

に代用できるような根石をもつものもある。溝は素掘りのものが多いが、 2段

掘りで杭列のみられるもの、又、下段に石組み（自然木を底に据えて）のみら

れる特異な溝も検出した。遺物は発掘面積に比して少量であったが、土師器

（鍋、小皿）、山茶椀、陶器（瀕戸・常滑産）、青磁・白磁、瓦質火舎等の他、

石硯、少量の屋瓦が検出された。時期的には平安時代末頃を上限とするが、中

世（錬倉、室町時代）のものがその主体を占める。この地域における中世村落の

在り方を考える一資料となり得よう。

横枕古墳（阿山郡大山田村川北）

事業名 県営圃場幣備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 8月

調査面積 6 0 0面

概 要 服部川左岸の低位河岸段丘上の標高 21 7 mほどほ位置する。調査前

の 2号墳は露出した石室部のみが水田中に残る形であったが、調在の結果、横

穴式石室をもつ径 15 mの円墳で、奥壁側を除いたそのまわりには、巾 1.5~

4m、深さ 0.6 ~ 1 mの周溝がめぐっていた。墳丘の上部は、残存しなかった

が、盛土のくずれを防ぐためと思われる径 20~30cmの川原石を用いた列

石が南側半分にみられた。石室は主軸を N4 2°Eにおき南南西に開口する片

袖式の横穴式石室で玄室長 6m、玄室巾 2m、羨道部の残存長 2.5 mであった。

玄門部付近から周溝へ排水溝も検出された。壁面の石組は最もよく残る部分で、

奥壁 2段、南側壁 4段、北側墜 8段であった。出土遺物は、須恵器（杯、高杯、

提瓶、社、椀、長頸壷等）、士師器（椀、眉口壷、甕等）、大刀 1、鉄鏃等で

あった。それからみて、この古墳の築造は 6世紀後半で、 7世紀前半までに追

葬があったものと考えられる。 1号墳は調査前すでに水田造成で破壊されてお

り、畦上に残る数個の石材が古墳のあったことを物語るにすぎなかった。調査
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の結果、水田下より、一辺 9mの方墳の墳丘埜底部とそれをめぐる巾 1.5 ~ 2 

mの周溝、横穴式石室の掘り方と構築時の石材等がそれぞれ部分的に検出でき、

2号墳より規模の小さい横穴式石室をもつ古墳であったと推定できる。攪乱さ

れた耕土下からは、須恵器杯・長頸壷・高杯、土師器の杯等が出土した。それ

らは 6世紀末~7世紀前半のものと思われる。

山 出遺跡（阿山郡大山田村真泥字山出）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 55年 3月

調査面積 2 5 0面

概 要 服部川南岸の標高約 2O Omの半島状丘陵上に位四する山出遺跡は、

昭和 54年 10月の試掘調査により、占墳時代から鎌倉時代に至る遺跡であり、

丘陵先端部を中心に約 10, 0 0 0 ntに及ぶものと考えられる。

今回の調査は、丘陵西側斜面にあたる部分で農道により削平される地区につ

いて行った。調査の結果、表士下 50~100C111で遺構を検出した。径 5.6 m 

の浅い不整形の土拡 1基・炭化物の充満した 7O cm四方の土琺 l基・溝 3条の

他、いくつかのピットを検出したが、建物としてまとまらない。不整形の士t広

から 7世紀前半の須恵器杯が出士。溝・ヒ° ットからは、鎌倉時代前半の瓦器椀・

士師器羽釜を出土。また、地山直上の厚さ 5~10C711の暗茶褐色粘質土の遺物包

含層から古墳時代から錬倉時代の士器片を比較的多く出土する。

久米山古墳群林支群（上野市守田町字林）

事業名 農林同和対策事業

調査主体 上野市教育委員会

調査期間 1 9 8 0年 2月

調査面積 50011((3基）

概 要 久米山丘陵の西部に位置する直径 1Om余の周溝を有する木棺直葬の
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小円墳群であっ↑ら副葬遺物は少ないが 6世紀前半代より後半代にかけて築造

されたものと考えられる。 1号墳墳丘盛土からは、縄文中期遺物、弥生時代遺

物なども検出された。

官 舎 遺 跡（上野市束高倉字官舎）

事業名団地造成

調査主体 上野市教育委員会

調杏期間 1 9 7 9年 12月

調査面積約 lOOTlf

概 要 上野市遺跡地図に掲載される遺跡であることから、事前の試掘調査を

実施した。その結果、時期は特定しえないが、柱穴、溝などあり、遺構のひろ

がる範囲について、発掘調査を予定している。

四十九遺跡（上野市四十九町）

事業名 団体営圃整備事業

調査主体 上野市教育委員会

調査期間 1 9 7 9年 12月

調査面積約 10 0が

概 要 分布調査によって、遺物の散布を認めた為、昭和 55年度予定地の削

平部分・水路部分について試掘調査を実施したが、遺構・包含層などは認める

ことはできなかった。

城山城跡（上野市依那具字西田）

事業名県道拡幅工事

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 55年 1月

調査面積 7 0面

概 要標高 15 1 mの丘陵西端部に位置する。北と東にわずかに土塁を残す
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その内部は 30 m四方ある。西側にあった土塁は以前の県道拡張で削平されて

消滅していた。今回再拡張となり、対象となる 70而の調査を行った。調査の

結果、城にともなう遺構として、溝 1、土琺 1、整地層等が検出された。これ

らからの遺物は、播鉢、甕、壷等の伊賀焼陶器、土師器の皿等であった。城築

造前の遺物が、西端の表土下 2.5 ~ 3 mから出土した。須恵器の短頸壷 2、土

帥器の直口壷 1、甕 1(8世紀）や瓦器の椀 (13世紀）等であった。この隣

接地には、ほかに、狭間城、北の城の四方土塁が完存している。

北堀池遺跡（上野市大内字北堀池・竹ノ下）

事業名河川改修

調査主体 三重県教育委員会

調杏期間 昭和 54年 7月～昭和 55年 1月

調査面積 6, 0 0 0而

概 要現場調査の最終年度にあたり、古墳時代は竪穴住居が計 56棟等が検

出された。集落の西には 6世紀前半の溝が長く延びているが、これより西方に

は同時期の竪穴住居は認められなかった。しかし、井戸や士砿等は存在する。

奈良時代の井戸も 1基検出された。桓を組み、底板を敷き、隅柱を立て、横板

を枠としたもので、斎串・剣形木製品・曲物底板等のほか、底からはほぽ完形

の土師器とヒョウタンも出士した。また、この井戸の西北約 50mの包含層か

らは円面硯も出土した。平安後期から鎌倉時代の掘立柱建物は計 50棟検出さ

れた。条里坪界の溝と両側溝を持つ道路、これらと並ぶ建物群と方位の異なる

建物群等が見られる。さらに、集落の北はずれでは黒色土器を重ねた石組土拡

も検出された。また、木津川旧氾濫原では弥生後期の木製丸鍬や槽等も出土し

ヤヽ0

上寺遺跡（上野市摺見西上寺）

事業名県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会
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調査期間昭和 54年 7月

調査面積約 68 0面

概 要 上寺遺跡の本調杏は、水路予定地に限定したもので 94mx3mのト

レンチ調査であった。遺構は若干の士拡・溝・小穴を検出したのみである。遺

物は、古墳時代後期から錬倉時代に及ぶ士師器や須恵器と緑釉陶器・志摩式製

塩土器・「承和昌宝」・鉄製紡錘車等が見られる。この本調査の前後に、範囲

確認のための試掘坑を計 39ケ所に設定した。また、遺跡内には、 「親王塚」

と呼ばれる小円丘があり、これも発掘したが近世以降の所産であった。さらに、

l::寺遺跡の東北方の水田中に石神塚 1、2号墳が存在する。墳丘残存部は事業

対象地から除外される事となり、規模確認のために試掘溝を設定した。しかし、

周溝等は認められず、 2基共明確な規模は確認できなかった。試掘溝からは古

墳時代の土師器・須恵器と、瓦器や青磁等が少量出tした。

下郡遺跡（上野市下郡下代）

事業名河川改修

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 11月

調査面積 4 8 0而

概 要昨年度にひき続き、試掘調査を実施した。調査は既買収地に 4mX4

mの試掘坑を 30ケ所設定した。その結果は昨年度の試掘結果と特に異なる点

は無い。顕著な遺構は確認されなかったが、北区からは石鏃・古式土師器・奈

良時代土師器・須恵器が、南区からは土師器が出土し、その他の地区からも瓦

器や土師器片・陶器類が出土した。

2年度に及ぶ試掘調査の結果、来年度以降の本調査対象地をほぽ限定できた。

初めに観音堂区、そして山ノ神区を本調査すべきと考えられ、北区・南区・東

区からも遺物が出土するが、明らかな遺構は確認で苫ず、分布密度も稀薄であ

る。
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神ノ木館跡（上野市大野木字神ノ木 23 1) 

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三菫県教育委員会

調査期間昭和 54年 10月~1 1月

調査面積 1, 6 0 0面

概 要 神ノ木館跡は、木津川西岸の河岸段丘に位猶する中世館跡である。大

野木地内には、竹嶋館跡、福喜多館跡、木津館跡・清水北遺跡などの中世後期

の居館跡が多く分布する。

調査の結果、館跡は一辺約 40mの方形館跡で濠と士塁に囲まれたものであ

ることが判明した。検出した遺構には、濠・土塁痕・掘立柱建物 6 棟• 井戸 2

基•水溜 2 ケ所・溝・石組排水溝・土琺などがある。井戸と濠は、重複してお

り、館跡以前にも集落が存在したようである。土師器皿・鍋・鉢、天目茶椀、

描鉢、鉢、茶椀、壷、甕などの中世陶磁器穎の他、下駄・曲物・漆器椀などの

木製品、石臼・五輪塔の石製品も出士している。館跡は、江戸初期に廃絶して

おり、近世の爽雑物をあまり含まない為、中世後期の土器類を考える際の好資

料を提供している。

婦毛遺跡（上野市大野木字婦毛）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間 昭和 54年 8月~1 0月

調査面積約 80 0吋

概 要 遺跡は岩根川中流左岸の丘陵端部と木津川左岸沖積地の漸移地に位置

し、椋高 141~144mである。圃場整備事業に先立つ分布調査で新たに発

見されたもので、計画変更はされずに削平されることになり、 6月の試掘調査

をもとに本調査を実施した。その結果、土砿が 12基、溝が 6条、建物として

はまとまらないがヒ° ットが37個も検出された。いずれも時期が不明確である

が、多数の土師器、陶磁器の細片から近世と推定できる。以上のことから、本
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遺跡は近世以降を中心とする集落跡である。だが、遺跡の中止部からは若干ず

れている模様である。

木津氏館跡（上野市大野木字東出）

事業名 県営園場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 55年 1月~2月

調査面積約 30 0而

概 要遺跡は扇状地扇裾と木津川左岸の沖積地との接点に位置し、標高 138

~ 1 4 3 mである。周知の遺跡のため、当初圃場整備事業から除外されていた

が、土地の形状等から館の堀跡に水路を敷設する事となり、 トレンチ調査を実

施した。その結果、堀の肩部が 6個所で検出され、堀の輪郭が部分的にたどれる

事になった。堀の深さは現地表から大体 2m弱であり、堀の幅は確認された地

点で 7.5 mである。堀の北東角には石組がみられ、その間に建築部材を再利用

し、 4.5 mの柱が杭や石で固定されており、あたかも堀にかけられた橋址であ

る。木製品では、墨書が確認された曲物底板・木札、黒や朱の漆椀、櫛、糸巻、

箱、板を検出した。青磁、天目、摺鉢、碗・皿・甕・鉢の陶器類や士師器、墜

土・金具、元豊通宝・寛永通宝の占銭・獣骨・黄金虫等が出土した。

中 出遺跡（名賀郡青山町高尾字中出）

事業名農村広場建設

調査主体 青山町教育委員会

調査期間昭和 54年 8月

調査面積 4 0 1ff 

概 要 高尾小学校の東南部の谷間に張り出した丘端地に位質し、 53年度ま

で水田であったが、畑地に転用している。事前調査時に瓦器の破片が数片確認

されたため、試掘調査を実施した。 4mx4m、1ケ所、 4mx2m、8ケ所

のトレンチを設定して調査した結果、サヌカイト、土師器、瓦器、中世陶器類
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の破片少々、近世の瓦、陶磁器、ガラス、クギ等の類も出土した。遺構はこの

地の上方の鳥岡地区にあり、その山手から流れている烏岡川が豪雨のたびに付

近の土砂と共に流し、この地に堆積したもようである。

赤目壇遺跡（名張市赤目町壇）

事業名小学校建設

調杏主体 名張市遺跡調査会

調査期間昭和 54年 9月 1日~1 0月22日

調査面積 3 0 0而

概 要 赤目壇遺跡は、名張市南西部で北流して宇陀IIIに合流する滝川右岸の

畑地に広がる縄文時代～中世の遣物散布地である。今回の調査は、遺物散布地

南端部で、赤目小学校校舎建設に伴い基礎工事部分を発掘調査したものである。

検出した遺構は、占墳時代の竪穴住居跡 1棟と士琺及びヒ°ット群と、中世の溝

1条である。竪穴式住居跡は、平面形が 1辺 2.8 mの方形のもので、南辺中央

部近くに方形の貯蔵穴と、北辺中央近くにカマド類と考えられる石組と焼土が

あった。遺物は、土師器の壷、小塑丸底産がある。土砿からは、須恵器の杯身、

杯蓋と土師器の壷が出十している。中世の溝は、幅 2m、深さ 1mの素掘のも

ので、土師器の羽釜、甕、陶器の甕などの破片が出土している。このほか、包

含層から土師器の土製杓一点が出土している。

ひなこ屋敷 3号墳（名張市夏見字芝出）

事業名 新東昭開発KK. 宅地造成

調査主体 名張市遺跡調査会

調査期間昭和 54年 9月~1 0月

調査面積約 20 0而

概 要 本古墳は宅造地内の進入道路予定地にはいるため調査したもので、径

約 15 m、高さ約 3mを計る円墳であり、北側の同 2号墳とともに中世城館で

あるひなこ屋敷の士塁の一部を成している。内部構造は北東方向に開口する右
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袖の横穴式石室で全長約 6.3 m、玄室長さ約 2.8 m、玄室幅約 1.3 5 m、玄室

高さ約 1.8 mを計り、天井石は玄室部 8枚、羨道部 2枚より成っている。玄室

中央には溶結凝灰岩の板材でつくられた組合わせ式石棺（内法長さ 1.7 m、幅

0.5 m)が遺残していたが、内部からは何も検出しなかった。右袖部より須恵

器の杯蓋、杯身、短頸壷、台付鉢、壷が出土し、 6世紀末の築造と考えられる。

なお、当占墳は石室が道路面下にあたり、直接破壊の必要がないため、水はけ

のよい山砂を用いて石棺こと埋め戻し、最低限度の墳丘変形だけ認め保存に努

めた。

人参峠遺跡（名張市瀬古口字順添）

事業名 新東昭開発(K. 宅地造成

調査主体 名張市遺跡調査会

調査期間昭和54年 4月~7月

調査面積約 2,9 0 0而

概 要 人参峠遺跡は名張市南部の前山丘陵に位晋し、頂部と水田面との比高

は約 65mで平尾山方面の眺望がよい。調査の結果、古墳時代前期の竪穴式住

居跡 20数棟をはじめ、土拡、土器溜などの遺構を検出した。特筆すべき事項

として、弥生前期の土器が土山遺跡と同じように、東海系の条痕文土器を伴っ

て出土している点や石包丁が出土した事。 1辺 10. 4 mを計る前山遺跡群中最

大規模の古墳時代前期初頭の住居跡を検出した事。在留式古相段階の一括遺物

が出土し、器種も豊富なことから整理によって、伊賀地方の古式土師器の基準

資料となると考えられる。今回の発掘によって、前山丘陵に所在する同時代性

を有する遺跡群（土山、白早稲、人参峠、成滝）の相互関連を考える上で、良

好な資料が得られた。尚、遺跡西部 2,6 0 0 1lfは緑地公園として保存される。

八幡遺跡（名張市八幡字下広）

事業名 団体営圃場整備事業

調査主体 名張市遺跡調査会
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調査期間 昭和 55年 1月

調査面積約 35 0而

概 要 名張川が薦生で大きく屈曲する地点の右岸、比高約 1Omの河岸段丘

上に立地する遺跡で、圃場整備事業により 1日水田面が削平されるため、調査を

実施した。調査の結果、柱穴 22、小土琺8、焼土 1の遺構を検出した。柱穴

は径 20~30cmのものが中心で、方形の掘り方や根固石をもつものであり、何

らかの建物があったと思われるが、規模や構造上の推定は困難である。出士遺

物は少量であるが、終末期の瓦器を中心とする 13世紀の後半から 14世紀に

かけての短期問に使用されたと考えられる椀、小皿や土師器の羽釜、皿などの

日常雑器、及び生業にかかわる土錘が出士しており、中世一般大衆の生活の一

端を示すものと考えられる。対岸の薦生遺跡が縄文時代から現代の集落まで続

くのに対し、同立地の当遺跡が中世の短期間の集落であることなど今後の検討

課題である。

一本杉遺跡（名張市西田原）

事業名 県営圃場整備事業

調査主体 三重県教育委員会

調査期間昭和 54年 8月27日~1 0月 12日

調査面積 8 0 0が

概 要遺跡は小波田川右岸の西田原地区の裏山にあたる領斜面に位懺する。

遺構は竪穴住居跡 3棟の他、土琺・溝を検出した。遺跡内の大部分が煩斜地の

為、表土以下すぐ地山となり遺構も遺物も少ない。しかし、遺跡中央の谷状の

凹地にわずかに包含層がみられ、士師器・瓦器が細片でみられる。西側の竪穴

式住居跡は、東半分を欠いており、残る西半分に周溝が残る。 8世紀前半の須

恵器杯・士師器甕がある。東側一段低い平坦面より検出された竪穴住居跡は 2

軒が切り合い、新しい竪穴住居跡の北中央にかまど、及び煙道を持ち、周溝が

四周する。時期的には土師器（台付甕、杯）・須恵器（瓦泉口縁部片・杯）から

考えて 5世紀末から 6世紀にかけてのものと考えられる。
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IV 調査結果の公開

1. 発掘遺跡現地説明会の開催

発掘調査の途中あるいは終了時には、地域の人々に対し、文化財保護について

理解を深めて頂くため、現地説明会を開催し、調査結果について報告を行ってい

る。三重の文化財と自然を守る会等の協力を得て、多数の方が参加された。今年

度は県関係 14件、市町村関係 6件があった。

遺 跡 名 所 在 地 主 催 者 開催 日 参加者数

Ill原井遺跡 鈴鹿市加佐登町 市教委、市遺跡調査会 5 4. 5. 12 200 

斎 宮 跡 明和町大字斎宮 県教育委員会 54. 6. 2 300 

人参峠遺跡 名張市瀬古口順添 市教委、市遺跡調査会 54. 7. 29 150 

斎 宮 跡 明和町大字斎宮 県教育委員会 54. 8. 5 150 

末野 c遺跡 鈴鹿市郡山町 市教委、市遺跡調査会 54. 8. 12 100 

殿 畑 遺 跡 阿児町国府 県教育委員会 54. 8. 26 150 

北堀池遺跡 上野市大内 ” 54. 9. 1 5 60 

横 枕 古 墳 大山田村川北 I/ 

” 80 

ひなこ屋敷3号墳 名張市夏見芝出 市教委、市遺跡調査会 54. 1 0. 2 8 90 

大木ノ輪遺跡 鈴鹿市箕田町 県教育委員会 ” 
， 40 

斎 宮 跡 明和町大字斎宮 ，, 5 4. 1 1. 3 150 

上野垣内遺跡 嬉野町島田 ,, 54. 12. 1 80 

大木ノ輪遺跡 鈴鹿市箕田町 ” 54. 12. 2 30 

神ノ木館跡 上野市大野木
,, ,, 20 

斎 宮 跡 明和町大字斎宮 ” 55. 2. 2 150 

北堀池遺跡 上野市大内 ” 55. 2. 3 100 

長持元屋敷遺跡 久居市新家町 市教育委員会 55. 2. 2 3 100 

久米山古墳群 上野市守田町 ，, 5 5. 3. 1 20 

大木ノ輪遺跡 鈴鹿市箕田町 県教育委員会 55. 3. 2 30 

天華寺廃寺 嬉野町天花寺 ,, 5 5. 3. 15 300 

2. 調査報告書の刊行

発掘調査の件数、規模の増加により、調査担当者は現地作業に追われ、報告書

の刊行が遅れがちである。調査終了後すぐに刊行される調査概要はあくまで中間
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報告であり、出土遺物や遺構の全体の検討がなされていないものが多い。発掘調

査された遺跡は調査終了後殆んどが破壊されてしまっており、その遺跡を知る資

料としては報告書しかないわけである。資料公開の意味からも、 1日も早い正式

報告の刊行がまたれるわけであり、そのための対応策を考えなくてはならない状

況である。

書 名 発行者 発行年月 備 考

山添遺跡発掘調査報告 I三重県教育委員会 I昭和 54年 松阪市、鎌倉時代館跡

殿畑遺跡発掘調査報告

荘遺跡発掘調査報告

昭和55年度県営圃場整備事業
地域埋蔵文化財調査報告

北堀池遺跡発掘調査概報眉

下郡遺跡発掘調査概報＂

斎 宮跡

大膳寺
四日市々埋蔵文化財調査概要 16 

中村遺跡

”' 

ク

”
 ”
 ”
 ”' 

四日市々教育委員会

昭和55年8月 I阿児町、鎌倉室町集落跡

”
 ”
 ”
 ”
 ”
 ”
 

二見町、

上野市

上野市

明和町

平安

四日市々教育委員会
三重県道路公社

I昭和54年3月 I弥生集落跡

埋蔵文化財包蔵地の調査 I四日市々教育委員会

上野市のあゆみ上野市教育委員会

名張市遺跡調査概要111979年度 名張市遺跡調査会

”' 

”
 

市内試掘調査結果

射原垣内遺跡発掘調査概報 I松阪市教育委員会 I昭和 55年8月 1錬倉集落跡

”
 ”
 

人参峠、ひなこ屋敷3号
墳、下広遺跡

名張市文化財地図 I名張市教育委員会 I昭和55年1月

3. 保管遺物の貸出し・写真等の掲載許可

教育委貝会が保管している県内各地より出土した遺物の展示会等への貸出し、

写真撮影、掲載等については、一定の手続きのもとに応じている。

申 請 者 目 的 貸 出 ロ口ロ 期 間 許可日

三重県博物館協会 移 動 博 物 館 七和古窯製品 9点
54. 7.21~ 54. 7.21 54. 7.23 

元興寺文化財研究所 よみがえる考古遺物展 納所遺跡木製品 5点
54.l 0.20~ 54. 9.2 7 5 4.1 1. 4 
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申 請 者 目 的 貸 出 ロロロ 期 間 許可日

上野市花ノ木地区 住 民 ま つ り 北堀池遺跡土器 30点
54.11. 2~ 

54.11. 1 5 4.11. 5 

愛知県陶磁資料館 猿技窯の流れ展
高向遺跡緑釉陶器 2点 5 4.11.2 O~ 5 4.11.1 6 
経塚中世墓壷 2点 5 5. 3.31 

名古屋市博物館 東海の古墳時代展
中ノ庄遺跡埴輪 2点 5 5. 2.15~ 

55. 2. 8 
亀山茶臼山古墳鏡、鉄器、須恵器 5 5. 4.15 

大内老人クラブ 研 修 会 北堀池遺跡土器 20点 55. 3. 8 55. 3 5 

申請者 掲 載 書 名 掲 載 資 料 許可日

講 談 社 日本の原始美術 第9巻 納所遺跡壷、中ノ庄遺跡壷 54. 6.27 

” 
，, 第3巻 納所遺跡櫛 54. 6.2 8 

学習研究社 日本美術全集8、飛鳥白鳳の美術 夏見廃寺押出仏復元模塑（名張市） 54.10.24 

光文書院 史跡と人物でつづる三重県の歴史 県内各地遺跡遺物写真 9点 55. 2. 9 
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V 埋蔵文化財関係事務手続き

1 文化財保護の指導要項

① 適用の範囲

文化財保護法•県条例の適用を受ける開発事業および文化財の所在地の形質の変更について

適用する。

② 文化財の所在の確認

(1) 史跡・名勝・天然記念物

〇 文化財地図・文化財台板・文化財一覧表によって照合する。

◎ 開発区域内の文化財確認調査を実施する。この場合は、県教育委員会文化課の認める者

により現地において確認調査を行い、調介報告書を提出させる。

(2) 埋蔵文化財

＠遺跡地図•遺跡台帳によって照合する。

◎ 開発区域内の遺跡分布調査を実施する。この場合についても現地において県文化財調査

員または、県教育委員会文化課の認める者による分布調査を行い調査報告書（書式 2)を

提出させる。

③ 文化財の保存方法

(1) 史跡・名勝・天然記念物

＠ 開発区域より除外する。

◎ 文化財の周囲で開発事業を実施する場合には、維持、管理方法および環境変化を検討し、

保存に影響のないよう考慮する。

(2) 埋蔵文化財

＠ 現状保存とする。ただし整備して保存する場合は、整備計画書を提出させる。

◎ 発掘調査を必要とする場合は、現状保存が困難な事由を説明し、その箇所の開発事業設

計図面（平面図•縦断面図）および発掘調査計画書（書式 3) ならびに調査計画図面を提

出させる。ただし、保存の可否は発掘調査終了後その結果にもとづき決定する。

(3) 保存については保護措憤書（書式 1)を提出させるとともに覚書もしくは協定書を締結す

る。

④ 経費の負担

文化財確認調査•遺跡分布調査•発掘調査および保存に要する経費は、原則として原因者負

担とする。
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（書式 1)

年 月 日

文化財の保護措置

教育委員会教育長殿

住所

事業主氏名

電話

⑲ 

事業名
市 町大字 I計画面積l rrt 
郡 村

事業名

文化財地図・台帳 I 
遺跡地図・台帳との照合

文化財調査 年 月 日

調査担当者

文化財保護協定の締結 年 月 日 I遺跡発見届I 年 月 日

該当文化財の名称 保 護 措 懺

備考

※ 分布調査の結果、確認されなかった場合は、その旨を備考欄に記入のこと。
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（書式 2)
(1/10 0 0 ~ 1/3 0 0 0の地図を添付）

文化財調査報告書

事業地
市 町大字 I計画面積l ,rt 
郡 村

住所

事業者
名称

代表者氏名

電話

調査担当者 1

調査期間 年 月 日～ 年 月 日 （ ） 

調

査

地
の
概

況

調

査

方

法

名 称 規模・現状・出士品 備 考（時代）

文

化

財

の

概

況

備

考
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（書式 3)

事業地区内埋蔵文化財試掘（発掘）調査計画書

1. 発掘調査場所 別添

市 市町

大字

郡 郡村

2. 埋蔵文化財の名称と概況

名 称

3. 調査の目的

4. 調査面積と調査期間

(1) 概要

名 称 全体面積

図

町

大字 字 番地

村

概 況

調査面積 調査期間（ ） 出土書品整理
報告作成

年 月 日～

年 月 日（ 日間）

年 月 日～

年 月 日
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(2) 調杏工程

（月・日）

地形測量

発掘区画設定

表土除去

遺構検出

遺構写真・実測

出土品整理

報告書作成

5. 調査の態勢

調査主体

調査担当者

6. 発掘調査費（明細は別紙）

円

7. 報告書

部

8. その他 同遺跡が事業計画地域外に広がる場合その残余の部分につい

ての保護措箇）

-67-



女
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

”
 

（ 学 術 調 査 ）

研 究 機 関 者

県
教
委
副
甲

1
0
3
 

報
告
書
の
請
求

禁
止
・
停
止
・
中
止
処
分

5
7
の
2

届 出 者

ー 6 8 ー

地 方 公 共 団 体

県
教
委
副
甲

1
0
3
 

指
示

保
護
上
必
要
事
項

5
7
の
二
の
2

陣 鄭 X { U 翌 濫 菜 懺 漆 S 溺 n

（ 学 術 調 査 以 外 ）



汝
遺
跡
の
発
見

（
様
式
5
)

※
1
0
万
円
以
下
罰
金
(
1
0
7
の
三
）

所 有 者 ・ 占 有 者

※
8
万
円
以
下
過
料
(
1
1
1
の
2
)

三
—
-
-

、.ヽヽ ヽ ヽ

ーー，  ー ー ,. 
ー
、．

ーー ー
委
教
村
町 者
市 見
県 発

諮
問

文
化
財
保
護
審
議
会

5
7
の
五
の
7

聴
聞

県
市
町
村
教
委

1
ヶ
月
以
内

5
7
の
五
の
8

,, 
4
 

現
状
変
更
行
為

停
止
・
禁
止
命
令

8
ヶ
月
(
6
ヶ
月
）

8
4
の
二
の
2

倅
Jl:

• 
禁
止
期
間
延
長

3
ヶ
月

ー 6 9 ー

指
7j
ミ

保
護
卜
必
要
事
項

5
7
の
五
の
5

5
7
の
五
の
8

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

（
様
式
6
)

5
7
の
六
の
8

国 の 機 関 等

5
7
の
六
の
4



5 発掘等に関する手続き

調査のための発掘に関する手続

第 57条 土地に埋蔵されている文化財（以下「埋蔵文化財」という。）につい

て、その調査のため土地を発掘しようとする者は、文部省令の定める事項を記

載した書面をもって、発掘に着手しようとする日の 30日前までに文化庁長官

に届け出なければならない。ただし、文部省令の定める場合は、この限りでな

し‘
゜
（様式 1)

文化庁長官

届出者住所

氏名

埋蔵文化財発掘調査届出書

（文書番号）

年月日

（名称及代表者氏名）⑲

文化財保護法第 57条第 1項の規定により、下記のとおり届け出いたします。

記

1. 発掘予定地の所在地の所在及び地番

2. 発掘予定地の面積

3. 発掘予定地に係る遺跡の種類、員数及び名称並びに現状

4. 発掘調査の目的

5. 発掘調杏の主体となる者の氏名及び住所

6. 発掘担当者の氏名及び住所並びに経歴

7. 発掘着手の時期

8. 発掘終了の予定時期

9. 出士品の処置に関する希望

1 0. その他参考となるべき事項

一添付書類一

1. 発掘予定地及びその附近の地図

(2万5千分の 1及び千分の 1に位買、範囲を記入）

2. 発掘担当者が発掘調査の主体となる者以外であるときは発掘担当者の発

掘担当承諾書
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3. 発掘予定地の所有者の承諾書

4. 発掘予定地につき権原に基づく占有者があるときは、その承諾書

5. 発掘予定地の区域において、石灰石、ドロマイト、耐火粘士、砂鉱等地

表に近い部分に存する鉱物につき鉱業権が設定されているときは、当該鉱

業権者の承諾書

〈その他〉

（埋蔵文化財発掘調査計画書「三重県開発事業に関する計画設計の技術基準」

の文化財保護の指導要項の書式 3を必ず添付）

）は参考

土木工事等のための発掘に関する手続

第 57条の 2 土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の目的で、貝づか、占墳そ

の他埋蔵文化財を包蔵する土地として周知されている十地（以下「周知の埋蔵

文化財包蔵地」という。）を発掘しようとする場合には、前条第 1項の規定を

準用する。この場合において、同項中「 30日前」とあるのは「 60日前」と

読み替えるものとする。

（様式 2)

（文書番号）

年月日

文化庁長官

届出者住所
（事業主体者）

氏名 （名称及代表者氏名）⑲）

埋蔵文化財発掘届出書

文化財保護法第 57条の 2第 1項の規定により、下記のとおり届け出いたしま

す。

記

1. 土木工事等をしようとする士地の所在及び地番

2. 土木工事等をしようとする土地の面積

3. 士木工事等をしようとする士地の所有者の氏名又は名称及び地番

4. 土木工事等をしようとする土地に係る遺跡の種類員数及び名称並びに現状

5. 当該土木工事等の目的計画及び方法の概要（埋蔵文化財所在地における土

木工事計画とその方法）
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6. 当該土木工事等の主体となる者（当該土木工事等が請負契約等によりなさ

れるときは契約の両当事者）の氏名及び住所

7. 当該土木工事等の施工担当責任者の氏名及び住所

8. 当該土木工事等の着手の時期（埋蔵文化財の所在地における土木工事着手

の時期）

9. 当該士木工事等の終了の予定時期（埋蔵文化財の所在地における土木工事

終了の時期）

10. その他参考となるべき事項

一添付書類一

士木工事をしようとする士地及びその附近の地図並びに当該土木工事等の概

要を示す書類及び図面

国の機関等が行う発掘に関する手続

第 57条の 3 国の機関、地方公共団体又は国若しくは地方公共団体の設立に係

る法人で政令の定めるもの（以下この条及び第 57条の 6において「国の機関

等」と総称する。）が、前条第 1項に規定する目的で周知の埋蔵文化財包蔵地

を発掘しようとする場合においては、同条の規定を適用しないものとし、当該

国の機閲等は、当該発掘に係る事業計画の策定に当たって、あらかじめ、文化

庁長官にその旨を通知しなければならない。

（様式 3)

文書番号

年月日

文化庁長官

通知者
（事業主体者）

名称及び代表者氏名 ⑮ 

00事業に伴う埋蔵文化財の発掘について

文化財保護法第 57条の 8第 1項の規定により、下記のとおり通知いたします。

記

（第 57条の 2第 1項の記載事項及び添付書類を準用する。ただし 7の当該士

木工事等の主体となる者の氏名及び住所は、機関法人、団体の名称及ぴ代表

者の氏名並びに事務所の所在地とする。）
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地方公共団体が行う発掘調査に関する手続

文化財保護法の一部を改正する法律等の施行について（文化庁次長通達）の第

1 1地方公共団体及び教育委員会関係(1)を参照のこと。

（様式 4)

文書番号

年月日

文化庁長官

通知者

名称及び代表者氏名 ⑲ 

埋蔵文化財の発掘調杏について（通知）

埋蔵文化財を発掘調行しますので、下記のとおり通知いたします。

記

（第 57条第 1項の規定を準用）

遺跡の発見に関する手続

第 57条の 5 士地の所有者又は占有者が出士品の出士等により貝づか、住居跡、

古墳その他遺跡と認められるものを発見したときは、第 57条第 1項の規定に

よる調杏に当って発見した場合を除き、その現状を変更することなく、遅滞な

く、文部省令の定める事項を記載した書面をもって、その旨を文化庁長官に届

け出なければならない。ただし、非常災害のために必要な応急措骰を執る場合

は、その限度において、その現状を変更することを防げない。

（様式 3)

（文書番号）

年月日

文化庁長官

届出人住所

氏名

遺跡発見届出書

（名称及び代表者氏名） （Ell)

文化財保護法第 57条の 5第 1項の規定により、下記のとおり届け出いたしま

す。
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記

1. 遺跡の種類

2. 遺跡の所在地及び地番

3. 遺跡の所在する土地の所有者の氏名又は名称及び住所

4. 遺跡の所在する士地の占有者の氏名又は名称及び住所

5. 遺跡の発見年月日

6. 遣跡を発見するに至った事情

7. 遺跡の現状

8. 遺跡の現状を変更する必要のあるときは、その時期及び理由

9. 出土品のあるときは、その種類、形状及び数量

1 0. 遺跡の保護のために執った又は執ろうとする措骰

1 1. その他参考となるべき事項

一添付書類一

遣跡が発見された土地及びその附近の地図並びに土木工事等により遺跡の

現状を変更する必要があるときは、当該土木工事等の概要を示す書類及び図面

国の機関等の遺跡の発見に関する手続

第 57条の 6 国の機関等が前条第 1項に規定する発見をしたときは、同条の規

定を適用しないものとし、第 57条第 1項又は第 98条の 2第 1項の規定によ

る調査に当って発見した場合を除き、その現状を変更することなく、遅滞なく、

その旨を文化庁長官に通知しなければならない。ただし、非常災害のために必

要な応急措骰を執る場合は、その限度においてその現状を変更することを妨げ

ない。

（様式 6)
文書番号

文化庁長官
年月 日

通知者

名称及び代表者氏名 固

00事業に伴う遺跡発見について

文化財保護法第 57条の 6第 1項の規定により、下記のとおり通知します。

記

（第 57条の 5第 1項の記載事項及び添付書類を準用する。 ） 
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4 埋蔵文化財担当業務

担当業務 業 務 の 内 容

民
建築許可等に関する幹事会に基づく協議

開 宅地開発事業の基準に関する条例に基づく協議・確認審査

間
ゴルフ場等の開発事業に関する指導要綱に碁づく協議・確認審査

発 大規模土地取引等に関する事前指導要綱に基づく協議

事 事
都市計画法に基づく協議・確認審査

工場立地法に埜づく特定工場の届出に関する協議

業 林地開発行為許可申請に基づく協議
業
市町村における開発協議についての指導・助言と

の 県営ほ場整備事業等各種農業基盤整備事業に伴う協議
公

事 広域農道等各種農道改良事業に伴う協議

辻、,,
広域林道等各種林消改良事業に伴う協議

前 農村工業導入法に基づく協議

協 事
国・県道等各種道路改良事業に伴う協議

国・県管理河川改良事業に伴う協議

議 市町村総合計画等の事前審査
業
市町村の公共事業における坪蔵文化財保護に関する指導助言

連
三重県文化財保護連絡会議

県
（庁内・公社等開発関係各課長）

絡
文化財保護連絡会

内
（各教育事務所管内市町村•県各部関係出先機関担当者）

会
埋蔵文化財担当者会議（各市町専任係）

議
県 東海三重県埋蔵文化財担当者会議

外 近畿 7府県技師会

進 発掘届出書の処理

事 達 発掘通知書の処理． 
遺跡発見届出書おtぴ通知書の処理務

伝
埋蔵文化財認定・譲与願等の処理

処
達

発掘調査に関する補助金申請•交付事務申

理 請 埋蔵文化財行政調査等の処理

等 埋蔵文化財経理事務

文パ 処 巡回報告の処理

砂 現地立会等による緊急協議
l 

関係市町村への連絡協議財ル 置
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担当業務 業 務 の 内 容

各種公共事業関係緊急•計画分布調査
県
各種事前協議に伴う現地立会調査

教
緊 育 発掘調介に関する計画立案巾務

委 県営ほ場整備事業地緊急発掘調査

貝 国・県逍等道路改良工事計画地発掘調査

会 国・県管理河川改修工事計画地発掘調査

急
柑
斎宮跡発掘調杏

営
重要遺跡確認、緊忍発掘調査

市 発掘調査に関する計画立案等の指導助言
町

調 村 発掘調査の担当者脈遣

敦 発掘調査の指導・助五・協力

塁 分布調査の指導・助言・協力

査 開 県教育委員会直営調査報告書作成
書 市町村教委調査、担当者旅遺分報告書作成
作
市町村教委調査、報告害作成指導・助言

成

部 各出版物遺跡写真掲載許uJ

普 外 保管出士品芍真撮影許可

協 各展覧会等への保管出卜占紐艮ボ許可

及 力 各展覧会展示指導・協力

． 
研 坪蔵文化財調査技術者研修

公 修 （県内研修会・県外脈遺）

開 講 講演会講師脈遣・斡旋

演 発掘調査遺跡現地説明会の開催

整 新発見遺跡の遺跡台帳追加整理

備 It 

資
遺跡地図 I/ 

料

塁 出土品洗浄・註記・接合・修復•復元
等

の
品 特殊遺物の保存処理・保管

整
図 遺跡・遺物実測図面整理

理

保
面 遺跡•遺物写真整理

夕巨

資 県内外関係図書資料整理

料 開発協議資料の整理
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＿重県教育委員会

文 化 課 津市広明町 13 -=-直県庁内 7階

TEL 0592-24-2986~2988 

埋蔵文化財整理所

（通称文化課分室）

斎宮跡調査事務所

坪蔵文化財上野堅理所

津市桜橋2丁目

TEL 0592-27-2465 

多気郡明和町斎宮

TEL 05965-2-1732 

上野市赤坂町33 2 -4 

TEL 0595-24-0079 
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